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【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意

（www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。

本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報

につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあ

り、リンク先のページが移動 / 変更されている場合がありますこと

をご了承ください。

あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サ

イトのドキュメントを参照ください。

また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、弊

社担当者にご確認ください。
このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨事項

は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用は、すべ

てユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェア ライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡ください。

FCC クラス A 準拠装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のクラス A デジタル装置の制限に準拠していることが確認済

みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したときに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射

する可能性があり、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。住宅地で

この装置を使用すると、干渉を引き起こす可能性があります。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があります。

FCC クラス B 準拠装置に関する記述：このマニュアルに記載された装置は、無線周波エネルギーを生成および放射する可能性があります。シスコの指示する設置手順に

従わずに装置を設置した場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。この装置はテスト済みであり、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のクラス B
デジタル装置の制限に準拠していることが確認済みです。これらの仕様は、住宅地で使用したときに、このような干渉を防止する適切な保護を規定したものです。ただし、

特定の設置条件において干渉が起きないことを保証するものではありません。

シスコの書面による許可なしに装置を改造すると、装置がクラス A またはクラス B のデジタル装置に対する FCC 要件に準拠しなくなることがあります。その場合、装置

を使用するユーザの権利が FCC 規制により制限されることがあり、ラジオまたはテレビの通信に対するいかなる干渉もユーザ側の負担で矯正するように求められること

があります。

装置の電源を切ることによって、この装置が干渉の原因であるかどうかを判断できます。干渉がなくなれば、シスコの装置またはその周辺機器が干渉の原因になっている

と考えられます。装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起きないようにしてください。

• 干渉がなくなるまで、テレビまたはラジオのアンテナの向きを変えます。

• テレビまたはラジオの左右どちらかの側に装置を移動させます。

• テレビまたはラジオから離れたところに装置を移動させます。

• テレビまたはラジオとは別の回路にあるコンセントに装置を接続します （装置とテレビまたはラジオがそれぞれ別個のブレーカーまたはヒューズで制御されるようにし

ます）。

シスコでは、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC 認定が無効になり、さらに製品を操作する権限を失うことになります。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public
domain version of the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコおよび

これら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証をはじめ

とする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、間接
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はじめに

対象読者 
このマニュアルは、Catalyst 2960 スイッチ（以下、スイッチ ）の設置を担当するネットワークまたは

コンピュータ技術者が対象です。このマニュアルを使用するには、イーサネットと LAN の概念および

用語についての知識が必要です。これらの分野に関してさらに詳細なトレーニングや教育を受けたい方

には、次の URL にある Cisco Training & Events Web ページでトレーニング コース、自習オプション、

セミナー、および技術者認定プログラムなどの学習機会を提供しています。

http://www.cisco.com/web/learning/index.html

目的
このマニュアルでは、Catalyst 2960 スイッチのハードウェア機能について説明します。スイッチの物

理特性やパフォーマンスを紹介するとともに、スイッチの設置手順およびトラブルシューティングにつ

いても説明します。

このマニュアルには、表示されるシステム メッセージの説明およびスイッチの設定手順は記載されて

いません。これらの詳細は、スイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイド、スイッチのコ

マンド リファレンス、およびスイッチのシステム メッセージ ガイドを参照してください。これらのマ

ニュアルは、Cisco.com の Product Documentation ホームページから入手できます。標準の Cisco IOS 
Release 12.1 または 12.2 のコマンドについては、Cisco.com ホーム ページから [Support] > 
[Documentation] > [Product and Support Documentation/Cisco IOS Software] を選択し、Cisco IOS マ
ニュアル セットを参照してください。

表記法
このマニュアルでは、注釈、注意、および警告に次の表記法および記号を使用しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。
vii
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はじめに
この製品に関する安全上の警告は、複数の言語に翻訳され、『Regulatory Compliance and Safety 
Information for the Catalyst 2960 Switch』に収録されています。このガイドには、EMC 規制事項も記

載されています。

関連資料
以下の資料にはスイッチに関する詳細情報が説明されており、Cisco.com の次のサイトから入手するこ

とができます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6406/tsd_products_support_series_home.html

• 『Release Notes for the Catalyst 3750, 3560, 2970, and 2960 Switches』 

（注） スイッチの設置、設定、またはアップグレードを行う前に、Cisco.com で提供されている

リリース ノートを参照して、最新情報を入手してください。

• 『Catalyst 2960 Switch Software Configuration Guide』 

• 『Catalyst 2960 Switch Command Reference』 

• 『Catalyst 3750, 3560, 3550, 2970, and 2960 Switch System Message Guide』

• デバイス マネージャのオンライン ヘルプ（スイッチで利用可能）

• Cisco Network Assistant のオンライン ヘルプ（スイッチから閲覧可能）

• 『Catalyst 2960 Switches Getting Started Guide (8-Port Switches)』

• 『Catalyst 2960 Switch Getting Started Guide』 このマニュアルは 24 ポートおよび 48 ポートのス

イッチ用で、英語、中国語（簡体字）、フランス語、ドイツ語、イタリア語、日本語、およびスペ

イン語で提供されます。

• 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 2960 Switch』 

関連製品に関する情報については、Cisco.com の次のマニュアルを参照してください。

• 『Getting Started with Cisco Network Assistant』 

• 『Release Notes for Cisco Network Assistant』 

• 『Cisco Small Form-Factor Pluggable Modules Installation Notes』 

• 『Cisco CWDM GBIC and CWDM SFP Installation Note』 

警告 安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱い作業
を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してください。警告の各
国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器に付属している各国
語で記述された安全上の警告を参照してください。ステートメント 1071

これらの注意事項を保存しておいてください。
viii
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• 『Cisco Redundant Power System 2300 Hardware Installation Guide』 

• 『Cisco RPS 675 Redundant Power System Hardware Installation Guide』 

これらの互換性マトリクス ドキュメントは、Cisco.com の次のページで入手可能です。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps5455/products_device_support_tables_list.html

• 『Cisco Gigabit Ethernet Transceiver Modules Compatibility Matrix』 

• 『Cisco 100-Megabit Ethernet SFP Modules Compatibility Matrix』 

• 『Cisco CWDM SFP Transceiver Compatibility Matrix』 

• 『Cisco Small Form-Factor Pluggable Modules Compatibility Matrix』 

• 『Compatibility Matrix for 1000BASE-T Small Form-Factor Pluggable Modules』 

• 『Cisco Redundant Power System 2300 Compatibility Matrix』 

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月更新

される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂

版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー 
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできま

す。RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。
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C H A P T E R 1

製品概要

Catalyst 2960 スイッチ（単にスイッチとも呼ぶ）は、ワークステーション、Cisco Wireless Access 
Point、Cisco IP Phone、およびその他のネットワーク装置（サーバ、ルータ、他のスイッチなど）に接

続できるイーサネット スイッチです。この章では、Catalyst 2960 スイッチの機能の概要について説明

します。内容は次のとおりです。

• 「機能」（P.1-1）

• 「前面パネル」（P.1-5）

• 「背面パネル」（P.1-21）

• 「管理オプション」（P.1-24）

機能
24 ポートおよび 48 ポートの Catalyst 2960 スイッチは、バックボーン スイッチとして配置し、他の

ネットワーク装置からの 10BASE-T、100BASE-TX、および 1000BASE-T イーサネット トラフィッ

クを集約できます。8 ポートの Catalyst 2960 小型スイッチも同様にイーサネット接続が可能ですが、

オフィスのワークスペースや教室などの従来のワイヤリング クローゼット環境の外に配置できます。

スイッチの配置例については、スイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドを参照してく

ださい。

表 1-1 に、各スイッチ モデルの機能を示します。

表 1-1 Catalyst 2960 スイッチ モデル

スイッチ モデル

サポートされる

ソフトウェア イ
メージ 説明

Catalyst 2960-8TC-S LAN-Lite 10/100 BASE-TX イーサネット ポート× 8 およびデュアルパーパス ポート

× 1（10/100/1000BASE-T 銅線ポート× 1 および Small Form-Factor 
Pluggable（SFP）モジュール スロット× 1（ファン、RPS ポートはありま

せん））

Catalyst 2960-24-S LAN-Lite 24 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 24（RPS ポートまたは SFP モ
ジュール スロットはありません）

Catalyst 2960-Plus 24TC-S LAN-Lite 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 24 およびデュアルパーパス ポー

ト× 2（RPS ポートはありません）

Catalyst 2960-24TC-S LAN-Lite 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 24 およびデュアルパーパス ポー

ト× 2（RPS ポートはありません）
1-1
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機能
Catalyst 2960-Plus 48TC-S LAN-Lite 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 48 およびデュアルパーパス ポー

ト× 2（RPS ポートはありません）

Catalyst 2960-48TC-S LAN-Lite 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 48 およびデュアルパーパス ポー

ト× 2（RPS ポートはありません）

Catalyst 2960-48TT-S LAN-Lite 10/100BASE-TX ポート× 48 および 10/100/1000 ポート× 2（RPS ポー

ト、SFP モジュール スロットはありません）

Catalyst 2960-Plus 48PST-S LAN-Lite 10/100B SE-TX PoE ポート× 48、10/100/1000 ポート× 2、および SFP モ
ジュール スロット× 2 

Catalyst 2960-48PST-S LAN-Lite 10/100BASE-TX Power over Ethernet（PoE）ポート× 48、10/100/1000 
ポート× 2、および SFP モジュール スロット× 2 

Catalyst 2960-Plus 24PC-S LAN-Lite 10/100BASE-TX PoE ポート× 24 およびデュアルパーパス ポート× 2 

Catalyst 2960-24PC-S LAN-Lite 10/100BASE-TX PoE ポート× 24 およびデュアルパーパス ポート× 2 

Catalyst 2960-Plus 24LC-S LAN-Lite 10/100BASE-TX ポート× 24（その内 8 ポートが PoE）およびデュアル

パーパス ポート× 2 

Catalyst 2960-24LC-S LAN-Lite 10/100BASE-TX ポート× 24（その内 8 ポートが PoE）およびデュアル

パーパス ポート× 2 

Catalyst 2960-8TC-L LAN-Base 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 8 およびデュアルパーパス ポート

× 1（ファン、RPS ポートはありません）

Catalyst 2960G-8TC-L LAN-Base 10/100/100BASE-TX イーサネット ポート× 7 およびデュアルパーパス 
ポート× 1（ファン、RPS ポートはありません）

Catalyst 2960PD-8TT-L LAN-Base 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 8 および電力が供給される 
10/100/1000 ポート× 1（ファン、RPS ポート、SFP モジュール スロット

はありません）

Catalyst 2960-24LT-L LAN-Base 10/100BASE-TX ポート× 24（その内 8 ポートが Power over Ethernet
（PoE））、および 10/100/1000 ポート× 2（SFP モジュール スロットはあり

ません）

Catalyst 2960-Plus 24PC-L LAN-Base 10/100BASE-TX PoE ポート× 24 およびデュアルパーパス ポート× 2

Catalyst 2960-24PC-L LAN-Base 10/100BASE-TX PoE ポート× 24 およびデュアルパーパス ポート× 2

Catalyst 2960-Plus 24TC-L LAN-Base 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 24 およびデュアルパーパス ポー

ト× 2 

Catalyst 2960-24TC-L LAN-Base 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 24 およびデュアルパーパス ポー

ト× 2 

Catalyst 2960G-24TC-L LAN-Base 10/100/1000BASE-T イーサネット ポート× 20 およびデュアルパーパス 
ポート× 4 

Catalyst 2960-24TT-L LAN-Base 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 24 および 10/100/1000BASE-T 銅
線アップリンク ポート× 2（SFP モジュール スロットはありません）

Catalyst 2960-Plus 48PST-L LAN-Base 10/100BASE-TX PoE ポート× 48、10/100/1000BASE-T 銅線ポート× 2、
SFP モジュール スロット× 2

Catalyst 2960-48PST-L LAN-Base 10/100BASE-TX PoE ポート× 48、10/100/1000BASE-T 銅線ポート× 2、
SFP モジュール スロット× 2

表 1-1 Catalyst 2960 スイッチ モデル （続き）

スイッチ モデル

サポートされる

ソフトウェア イ
メージ 説明
1-2
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機能
Catalyst 2960-8TC-S、2960-8TC-L、2960G-8TC-L、および 2960PD-8TT-L スイッチは、他の 
Catalyst 2960 スイッチより小型で、 マグネットを使用して設置できます。これらのスイッチにはセキュ

リティ ロック スロットが取り付けられており、ファンがありません。詳細については、「8 ポートの 
Catalyst 2960 スイッチ」（P.1-11）を参照してください。これらのスイッチ モデルの設置手順について

は、第 3 章「スイッチの設置（8 ポート スイッチ）」を参照してください。

Catalyst 2960-Plus 48TC-L LAN-Base 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 48 およびデュアルパーパス ポー

ト× 2

Catalyst 2960-48TC-L LAN-Base 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 48 およびデュアルパーパス ポー

ト× 2

Catalyst 2960G-48TC-L LAN-Base 10/100/1000BASE-T イーサネット ポート× 44 およびデュアルパーパス 
ポート× 4 

Catalyst 2960-48TT-L LAN-Base 10/100BASE-TX イーサネット ポート× 48 および 10/100/1000BASE-T 銅
線アップリンク ポート× 2（SFP モジュール スロットはありません）

Catalyst 2960-Plus 24LC-L LAN-Base 10/100BASE-TX ポート× 24（その内 8 ポートが PoE）およびデュアル

パーパス ポート× 2 

表 1-1 Catalyst 2960 スイッチ モデル （続き）

スイッチ モデル

サポートされる

ソフトウェア イ
メージ 説明
1-3
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次の PoE スイッチは、Cisco 先行標準 PoE および IEEE 802.3af に準拠しています。

• Catalyst 2960-24LC-S 

• Catalyst 2960-Plus 24LC-S

• Catalyst 2960-Plus 24LC-L 

• Catalyst 2960-24LT-L 

• Catalyst 2960-24PC-L 

• Catalyst 2960-Plus 24PC-L

• Catalyst 2960-24PC-S 

• Catalyst 2960-Plus 24PC-S 

• Catalyst 2960-48PST-L 

• Catalyst 2960-Plus 48PST-L

• Catalyst 2960-48PST-S

• Catalyst 2960-Plus 48PST-S

これらのスイッチでは、次の SFP モジュールがサポートされています。

• 1000BASE-CWDM 

• 1000BASE-BX

• 1000BASE-LX/LH 

• 1000BASE-SX 

• 1000BASE-T

• 1000BASE-ZX

• 100BASE-BX

• 100BASE-FX

• 100BASE-LX

Catalyst 2960-24PC-L、2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-S、2960-Plus 24PC-S、2960-24LC-S、
2960-Plus 24LC-S、2960-Plus 24LC-L、2960-24TC-L、2960-Plus 24TC-L、2960-48TC-L、
2960-Plus 48TC-L、2960-48PST-L、2960-Plus 48PST-L、2960-48PST-S、2960-Plus 48PST-S、
2960G-24TC-L、および 2960G-48TC-L スイッチは、これらすべての SFP モジュールをサポートしま

す。

Catalyst 2960-8TC-S、2960-24TC-S、2960-Plus 24TC-S、2960-48TC-S、および 2960-Plus 48TC-S 
スイッチは、1000BASE-LX/LH、1000BASE-SX、および 100BASE-FX SFP モジュールだけをサポー

トします。

Catalyst 2960-8TC-L、2960G-8TC-L、および 2960-8TC-S スイッチは、1000BASE-T モジュールまた

は GLC-GE-100FX SFP モジュールをサポートしていません。

個別のスイッチでサポートされる SFP モジュールの詳細については、次の URL の Cisco.com にある

『Cisco Gigabit Ethernet Transceiver Modules Compatibility Matrix』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/
OL_6981.html

Catalyst 2960 スイッチに搭載した 1000BASE-T SFP モジュールは、10、100、または 1000 Mb/s の全

二重モード、あるいは 10 または 100 Mb/s の半二重モードで動作します。10/100 および 10/100/1000 
ポートは速度の自動ネゴシエーションが可能で、全二重モードまたは半二重モードをサポートします。
1-4
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前面パネル
一部の Catalyst 2960 スイッチは、オプションの Cisco RPS 2300 または RPS 675 冗長電源システム用

に Redundant Power System（RPS; 冗長電源システム）コネクタを備えています。RPS は AC 入力で

動作し、スイッチにバックアップの DC 電源を供給する装置です。RPS モデルについてのスイッチ サ
ポートの詳細は、Cisco.com にある RPS システムの互換性マトリクスのマニュアルを参照してくださ

い。

RPS コネクタのないスイッチは、次のとおりです。

• Catalyst 2960-8TC-L

• Catalyst 2960G-8TC-L

• Catalyst 2960-8TC-S 

• Catalyst 2960PD-8TT-L

• Catalyst 2960-24-S

• Catalyst 2960-24TC-S

• Catalyst 2960-Plus 24TC-S

• Catalyst 2960-48TT-S 

• Catalyst 2960-48TC-S 

• Catalyst 2960-Plus 48TC-S 

前面パネル
ここでは、スイッチの前面パネルについて説明します。

• 「24 ポートおよび 48 ポートの Catalyst 2960 スイッチ」（P.1-5）

• 「8 ポートの Catalyst 2960 スイッチ」（P.1-11）

• 「10/100 ポート」（P.1-13）

• 「10/100/1000 ポート」（P.1-13）

• 「PoE ポート（Catalyst 2960 PoE スイッチのみ）」（P.1-14）

• 「SFP モジュール スロット」（P.1-15）

• 「デュアルパーパス ポート」（P.1-15）

• 「電源入力ポート（Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチ）」（P.1-15）

• 「LED」（P.1-16）

• 「8 ポートの Catalyst 2960 スイッチのケーブル ガード」（P.1-21）

24 ポートおよび 48 ポートの Catalyst 2960 スイッチ

ここでは、24 ポートおよび 48 ポートの Catalyst 2960 スイッチについて説明します。

• 「Catalyst 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、2960-24TC-S、2960-Plus 48TC-S、2960-48TC-S、お

よび 2960-48TT-S スイッチ」（P.1-6）

• 「Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、2960-Plus 24PC-S、2960-24PC-S、2960-Plus 
24LC-L、2960-Plus 24LC-S、2960-24LC-S、2960-Plus 24TC-L、2960-24TC-L、2960-Plus 
48TC-L、2960-48TC-L、2960-24LT-L、2960-24TT-L、2960-48TT-L、2960-Plus 48PST-L、
2960-48PST-L、2960-Plus 48PST-S、および 2960-48PST-S スイッチ」（P.1-7）
1-5
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• 「Catalyst 2960G-24TC-L および Catalyst 2960G-48TC-L スイッチ」（P.1-10）

Catalyst 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、2960-24TC-S、2960-Plus 48TC-S、

2960-48TC-S、および 2960-48TT-S スイッチ

Catalyst 2960-24-S スイッチの 10/100 ポートは、ペアの最初のメンバー（ポート 1）が 2 番目のメン

バー（ポート 2）の上、ポート 3 がポート 4 の上、以下同様に番号が付けられています。図 1-1 を参照

してください。

図 1-1 Catalyst 2960-24-S スイッチの前面パネル

Catalyst 2960-Plus 24TC-S、2960-24TC-S、2960-Plus 48TC-S、および 2960-48TC-S スイッチの 
10/100 ポートも Catalyst 2960-24-S スイッチと同様に番号が付けられています。これらのスイッチは

デュアルパーパス ポートも備えています。したがって、10/100/1000 ポートの 1 および 2 のポートで 
SFP モジュールまたは RJ-45 コネクタのいずれかを使用できます。ただし、両方は同時に使用できま

せん。これらのポートのコネクタ タイプの設定にはソフトウェアを使用します。デュアルパーパス 
ポートの詳細については、「デュアルパーパス ポート」（P.1-15）を参照してください （図 1-2 および

図 1-3 を参照）。

図 1-2 Catalyst 2960-Plus 24TC-S および 2960-24TC-S スイッチの前面パネル

図 1-3 Catalyst 2960-Plus 48TC-S および 2960-48TC-S スイッチの前面パネル
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前面パネル
Catalyst 2960-48TT-S スイッチの 10/100 ポートは、ペアの最初のメンバー（ポート 1）が 2 番目のメ

ンバー（ポート 2）の上、ポート 3 がポート 4 の上、以下同様に番号が付けられています。このスイッ

チには 10/100/1000 アップリンク ポートが 2 つあり、1 および 2 の番号が付けられています。図 1-4 を
参照してください。

図 1-4 Catalyst 2960-48TT-S スイッチの前面パネル

Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、2960-Plus 24PC-S、2960-24PC-S、

2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S、2960-24LC-S、2960-Plus 24TC-L、
2960-24TC-L、2960-Plus 48TC-L、2960-48TC-L、2960-24LT-L、2960-24TT-L、
2960-48TT-L、2960-Plus 48PST-L、2960-48PST-L、2960-Plus 48PST-S、および 
2960-48PST-S スイッチ

スイッチの 10/100 ポートは、2 つ 1 組のペアでグループ分けされています。ペアの最初のメンバー

（ポート 1）は、2 番目のメンバー（ポート 2）の上にあり、ポート 3 はポート 4 の上にあります。以下

同様に並んでいます。

Catalyst 2960-24PC-L および 2960-24PC-S スイッチの固定 10/100 ポートは PoE ポートです。図 1-5 
および図 1-6 を参照してください。

Catalyst 2960-24LC-S スイッチのポート 1 ～ 8 は PoE ポートです。図 1-7 を参照してください。

図 1-5 Catalyst 2960-Plus 24PC-L および 2960-24PC-L スイッチの前面パネル

図 1-6 Catalyst 2960-Plus 24PC-S および 2960-24PC-S スイッチの前面パネル
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前面パネル
図 1-7 Catalyst 2960-Plus 24LC-L および 2960-24LC-S スイッチの前面パネル

Catalyst 2960-24TC-L および 2960-48TC-L スイッチはデュアルパーパス ポートを備えているので、

10/100/1000 ポートの 1 および 2 のポートで SFP モジュールまたは RJ-45 コネクタのいずれかを使用

できますが、両方は使用できません。これらのポートのコネクタ タイプの設定にはソフトウェアを使

用します。デュアルパーパス ポートの詳細については、「デュアルパーパス ポート」（P.1-15）を参照

してください （図 1-8 および図 1-9 を参照）。

図 1-8 Catalyst 2960-Plus 24TC-L および 2960-24TC-L スイッチの前面パネル

図 1-9 Catalyst 2960-Plus 48TC-L および 2960-48TC-L スイッチの前面パネル
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前面パネル
Catalyst 2960-24LT-L、Catalyst 2960-24TT-L、および Catalyst 2960-48TT-L スイッチには、

10/100/1000 アップリンク ポートが 2 つあり、1 および 2 の番号が付けられています。Catalyst 
2960-24LT-L スイッチのポート 1 ～ 8 は PoE ポートです。図 1-10、図 1-11、および図 1-12 を参照し

てください。

図 1-10 Catalyst 2960-24LT-L スイッチの前面パネル

図 1-11 Catalyst 2960-24TT-L スイッチの前面パネル

図 1-12 Catalyst 2960-48TT-L スイッチの前面パネル

Catalyst 2960-48PST-L および 2960-48PST-S スイッチには、2 つの SFP モジュール スロット（番号 1 
および 2）と 2 つの 10/100/1000 アップリンク ポート（番号 3 および 4）があります。スイッチのポー

ト 1 ～ 48 は PoE ポートです。図 1-13 および図 1-14 を参照してください。

図 1-13 Catalyst 2960-Plus 48PST-L および 2960-48PST-L スイッチの前面パネル
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前面パネル
図 1-14 Catalyst 2960-Plus 48PST-S および 2960-48PST-S スイッチの前面パネル

Catalyst 2960G-24TC-L および Catalyst 2960G-48TC-L スイッチ

Catalyst 2960G-24TC-L および Catalyst 2960G-48TC-L スイッチの 10/100/1000 ポートは、ペアごと

にまとめられています。ペアの最初のメンバー（ポート 1）は、2 番目のメンバー（ポート 2）の上に

あり、ポート 3 はポート 4 の上にあります。以下同様に並んでいます。SFP モジュール スロットの番

号は、Catalyst 2960G-24TC-L スイッチでは 21 ～ 24、Catalyst 2960G-48TC-L スイッチでは 45 ～ 48 
です。図 1-15 および図 1-16 を参照してください。

Catalyst 2960G-24TC-L および Catalyst 2960G-48TC-L スイッチはデュアルパーパス ポートを備えて

いるので、21 ～ 24 または 45 ～ 48 のポートで SFP モジュールまたは RJ-45 コネクタのいずれかを使

用できます。ただし、両方は使用できません。これらのポートのコネクタ タイプの設定にはソフト

ウェアを使用します。デュアルパーパス ポートの詳細については、「デュアルパーパス ポート」

（P.1-15）を参照してください。

図 1-15 Catalyst 2960G-24TC-L スイッチの前面パネル

1 10/100 PoE ポート 3 SFP モジュール ス
ロット

2 10/100/1000 アップリンク 
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ト

2 10/100/1000 アップリンク ポート

20
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前面パネル
図 1-16 Catalyst 2960G-48TC-L スイッチの前面パネル

8 ポートの Catalyst 2960 スイッチ

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチについて説明します。

• 「Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチ」（P.1-11）

• 「Catalyst 2960-8TC-S、Catalyst 2960-8TC-L、および Catalyst 2960G-8TC-L スイッチ」（P.1-11）

Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチ

Catalyst 2960PD-8TT-L（図 1-17）スイッチの前面パネルにはコンソール ポートがあり、8 つの 
10/100 ポートと、アップストリーム PoE スイッチから電力の供給を受けられる 10/100/1000 アップリ

ンク ポートが 1 つあります。このスイッチは、背面パネルに接続するオプションの AC 電源アダプタ

から電力の供給を受けることもできます。

図 1-17 Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチの前面パネル

Catalyst 2960-8TC-S、Catalyst 2960-8TC-L、および Catalyst 2960G-8TC-L スイッチ

Catalyst 2960-8TC-S、Catalyst 2960-8TC-L、および Catalyst 2960G-8TC-L スイッチのコンソール 
ポート（図 1-18 ～図 1-20）は前面パネルにあります。また、これらのスイッチは、デュアルパーパス 
ポートも 1 つ備えており、このポートでは RJ-45 コネクタまたは SFP モジュールを使用できます。た

だし、両方は同時に使用できません。これらのポートのコネクタ タイプの設定にはソフトウェアを使

用します。
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前面パネル
デュアルパーパス ポートの詳細については、「デュアルパーパス ポート」（P.1-15）を参照してくださ

い。コンソール ポートの詳細については、「コンソール ポート」（P.1-23）を参照してください。

図 1-18 Catalyst 2960-8TC-S スイッチの前面パネル

図 1-19 Catalyst 2960-8TC-L スイッチの前面パネル

図 1-20 Catalyst 2960G-8TC-L スイッチの前面パネル
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前面パネル
10/100 ポート

全二重モードまたは半二重モードのいずれかで 10 Mb/s または 100 Mb/s で動作するように 10/100 
ポートを設定できます。これらのポートでは速度とデュプレックスを自動ネゴシエーションに設定する

こともできます。デフォルト設定は自動ネゴシエーションです。自動ネゴシエーションが設定される

と、ポートは接続先装置の速度とデュプレックスの設定値を検知し、こちら側の機能を接続先に通知し

ます。接続先装置も自動ネゴシエーション機能をサポートしていれば、スイッチ ポートは最良の接続

（両側の装置がサポートしている最高回線速度、および接続先装置が全二重通信をサポートしている場

合は全二重）になるようにネゴシエーションを実行し、その結果が自動的に設定されます。いずれにし

ても、接続先装置は 328 フィート（100 m）以内にある必要があります。

100BASE-TX トラフィックではカテゴリ 5 以上のケーブルが必要です。10BASE-T トラフィックでは

カテゴリ 3 またはカテゴリ 4 ケーブルを使用できます。

スイッチをワークステーション、サーバ、ルータ、および Cisco IP Phone に接続する場合は、必ずス

トレート ケーブルを使用してください。スイッチをスイッチまたはハブに接続する場合は、クロス 
ケーブルを使用する必要があります。ケーブルのピン割り当てについては、付録 B「コネクタおよび

ケーブルの仕様」を参照してください。

Command-Line Interface（CLI; コマンドライン インターフェイス）で mdix auto インターフェイス コ
ンフィギュレーション コマンドを使用すると、Automatic Medium-Dependent Interface crossover

（Auto-MDIX）機能を有効にできます。Auto-MDIX 機能を有効にすると、スイッチは銅線イーサネッ

ト接続に必要なケーブル タイプを検知し、それに応じてインターフェイスを設定します。したがって、

接続先の装置のタイプにかかわらず、スイッチの銅線 10/100/1000 または 1000BASE-T SFP モジュー

ル ポートには、クロス ケーブルまたはストレート ケーブルのどちらでも使用することができます。こ

の機能の設定については、スイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチの

コマンド リファレンスを参照してください。

10/100/1000 ポート 
全二重モードまたは半二重モードのいずれかで 10 Mb/s、100 Mb/s、または 1000 Mb/s で動作するよう

に 10/100/1000 ポートを設定できます。これらのポートでは速度とデュプレックスを自動ネゴシエー

ションに設定することもできます （デフォルト設定は自動ネゴシエーションです）。自動ネゴシエー

ションが設定されると、ポートは接続先装置の速度とデュプレックスの設定値を検知し、こちら側の機

能を接続先に通知します。接続先装置も自動ネゴシエーション機能をサポートしていれば、スイッチ 
ポートは最良の接続（両側の装置がサポートしている最高回線速度、および接続先装置が全二重通信を

サポートしている場合は全二重）になるようにネゴシエーションを実行し、その結果が自動的に設定さ

れます。いずれにしても、接続先装置は 328 フィート（100 m）以内にある必要があります。

100BASE-TX および 1000BASE-T トラフィックではカテゴリ 5 以上のケーブルが必要です。

10BASE-T トラフィックではカテゴリ 3 またはカテゴリ 4 ケーブルを使用できます。

スイッチをワークステーション、サーバ、ルータ、および Cisco IP Phone に接続する場合は、必ずス

トレート ケーブルを使用してください。スイッチをスイッチまたはハブに接続する場合は、クロス 
ケーブルを使用する必要があります。1000BASE-T 接続にストレート ケーブルまたはクロス ケーブル

を使用する場合は、正しく動作させるため必ずカテゴリ 5 以上の 4 ツイストペア ケーブルを使用して

ください。ケーブルのピン割り当てについては、付録 B「コネクタおよびケーブルの仕様」を参照して

ください。

CLI で mdix auto インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用すると、Auto-MDIX 機
能を有効にできます。Auto-MDIX 機能を有効にすると、スイッチは銅線イーサネット接続に必要な

ケーブル タイプを検知し、それに応じてインターフェイスを設定します。したがって、接続先の装置

のタイプにかかわらず、スイッチの銅線 10/100/1000 または 1000BASE-T SFP モジュール ポートに
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前面パネル
は、クロス ケーブルまたはストレート ケーブルのどちらでも使用することができます。この機能の設

定については、スイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リ
ファレンスを参照してください。

PoE ポート（Catalyst 2960 PoE スイッチのみ）

ここで説明する情報は、Catalyst 2960-24PC-L、2960-24LT-L、2960-24PC-S、2960-24LC-S、2960 
48PST-L、および 2960-48PST-S スイッチだけに適用されます。

警告 絶縁されていない金属接点、導体、または端子を PoE 回路の相互接続に使用すると、電圧によって
感電事故が発生することがあります。危険性を認識しているユーザまたは保守担当者だけに出入りが
制限された場所を除いて、このような相互接続方式を使用しないでください。出入りが制限された場
所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入室できな
い場所を意味します。ステートメント 1072

• Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、2960-Plus 48PST-L、2960-48PST-L、2960-Plus 
48PST-S、2960-48PST-S、2960-Plus 24PC-S、および 2960-24PC-S の 10/100 ポートと、

Catalyst 2960-24LT-L、2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S、および 2960-24LC-S スイッチの 
1 ～ 8 の 10/100 ポートは、IEEE 802.3af 準拠の装置の PoE をサポートします。また、Cisco IP 
Phone および Cisco Aironet アクセス ポイントのシスコ先行標準 PoE もサポートします。

• Catalyst 2960 スイッチの各 PoE ポートは、最大 15.4 W の PoE を供給します。

Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、2960-Plus 48PST-L、2960-48PST-L、2960-Plus 
48PST-S、2960-48PST-S、2960-Plus 24PC-S、および 2960-24PC-S スイッチは、約 370 W の 
PoE を最大出力として供給します。

Catalyst 2960-24LT-L、2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S、および 2960-24LC-S スイッチは、

約 124 W の PoE を最大出力として供給します。

• IP Phone やアクセス ポイントが接続されたときに、Catalyst 2960 PoE ポートで自動的に電力を供

給するかどうかは、ポート単位で制御できます。デバイス マネージャ、Network Assistant および 
CLI で、各 10/100 PoE ポートを次のように設定できます。

– Auto に設定すると、IEEE 802.3af 準拠の受電装置、シスコ先行標準の IP Phone およびアクセ

ス ポイントなどの有効な受電装置を接続したときにだけ、ポートから電力が供給されます。

デフォルトの設定は Auto です。

– Never に設定すると、Cisco IP Phone やアクセス ポイントを接続しても、ポートから電力が供

給されません。

• Cisco IP Phone や Cisco Aironet アクセス ポイントを、Catalyst 2960 PoE スイッチの 10/100 ポー

トと AC 電源に接続して電源の冗長性を確保することもできます。受電装置に AC 電源を接続する

と、AC 電源がプライマリ電源に切り替わる場合があります。この場合、PoE ポートは受電装置の

バックアップ電源になります。

プライマリ電源に障害が発生した場合、バックアップの電源が受電装置のプライマリ電源になりま

す。電源が切り替わる際に、IP Phone は再起動するか、またはスイッチとのリンクを再度確立し

ます。

PoE ポートの設定とモニタについては、スイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドを参

照してください。Cisco IP Phone および Cisco Aironet アクセス ポイントについては、IP Phone または

アクセス ポイントに付属のマニュアルを参照してください。

旧式の Cisco IP Phone およびアクセス ポイントなどの、IEEE 802.3af を完全にはサポートしていない

旧式の受電装置は、クロス ケーブルでスイッチに接続されている場合、PoE をサポートしていないこ

とがあります。
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SFP モジュール スロット

Catalyst 2960 スイッチ（次に示すスイッチ以外）は、ギガビット アップリンク接続にはギガビット 
イーサネット SFP モジュールを、100 メガビット接続には 100 メガビット SFP モジュールを使用して、

光ファイバ接続を確立します。次の Catalyst 2960 スイッチには、SFP モジュール スロットはありませ

ん。

• Catalyst 2960PD-8TT-L

• Catalyst 2960-24LT-L

• Catalyst 2960-24-S

• Catalyst 2960-24TT-L

• Catalyst 2960-48TT-L

• Catalyst 2960-48TT-S

トランシーバ モジュールは、現場交換可能であり、SFP モジュールを挿入した場合にアップリンク イ
ンターフェイスを提供します。他のスイッチとのギガビット アップリンク接続にも SFP モジュールを

使用できます。光ファイバ SFP モジュールの接続には、LC コネクタの光ファイバ ケーブルを使用し

ます。銅線 SFP モジュールの接続には、RJ-45 コネクタでカテゴリ 5 以上のケーブルを使用します。

これらの SFP モジュールの詳細については、使用する SFP モジュールのマニュアルまたはスイッチ ソ
フトウェアのリリース ノートを参照してください。ケーブル接続要件の詳細については、付録 B「コ

ネクタおよびケーブルの仕様」を参照してください。

デュアルパーパス ポート

デュアルパーパス ポートは、10/100/1000 ポートまたは SFP モジュール ポートとして設定できます。

各ポートは、RJ-45 コネクタと SFP モジュール ポートのデュアル フロントエンドを持つ単一のイン

ターフェイスと見なされます。デュアル フロントエンドは冗長インターフェイスではありません。ス

イッチのコネクタ ペアは、一度に一方のコネクタだけが有効になります。

スイッチでは、デフォルトで最初にリンクがアップされたインターフェイス タイプが動的に選択され

ます。ただし、media-type interface configuration コマンドを使用して RJ-45 コネクタか SFP モ
ジュール ポートを手動で選択することができます。デュアルパーパス アップリンクの速度とデュプ

レックスの設定については、ソフトウェア コンフィギュレーション ガイドを参照してください。

各アップリンクには 2 つの LED があります。1 つは RJ-45 ポートのステータスを示し、もう 1 つは 
SFP モジュール ポートのステータスを示します。有効なコネクタのポート LED は点灯しています。

電源入力ポート（Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチ）

Catalyst 2960PD-8TT-L は、以下から電力の供給を受けることができます。

1. 電源供給が可能なアップストリーム イーサネット スイッチ（IEEE 802.3af に準拠）から 
10/100/1000 ポート経由 （図 1-21 を参照）。

2. スイッチ背面に接続された外部 AC 電源アダプタ。この外部電源アダプタ（PWR-A=）はスイッチ

には組み込まれていませんが、シスコ代理店に発注できます （図 1-22 を参照）。
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図 1-21 10/100/1000 ポート経由の接続

図 1-22 外部 AC 電源アダプタ経由の接続

LED

LED を使用することで、スイッチの動作やパフォーマンスをモニタできます。図 1-23に、スイッチの 
LED と、ポートのモードの選択に使用する MODE ボタンを示します。

すべての LED が、GUI 管理アプリケーション（スイッチが複数の場合は Network Assistant、スイッ

チが 1 台の場合はデバイス マネージャ）で表示できます。CLI を使用して個々のスイッチおよびス

イッチ クラスタを設定およびモニタする方法については、スイッチのソフトウェア コンフィギュレー

ション ガイドを参照してください。

PoE LED があるのは、Catalyst 2960 PoE スイッチだけです。

8 ポートの Catalyst 2960 スイッチ 4 種と、Catalyst 2960-24-S、Catalyst 2960-Plus 24TC-S、
2960-24TC-S、2960-48TT-S、2960-Plus 48TC-S、2960-48TC-S の各モデルには、RPS コネクタも 
RPS LED もありません。

Catalyst 2960 Series

SYST
STAT
DPLX

SPD

MODE

CONSOLE
1

1x 2x 3x 4x 5x 6x 7x 8x

PoE INPUT

20
46

44

1

1 電源アダプタ ポー

ト

48V               ,  0.3 A

1

27
04

33
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図 1-23 Catalyst 2960 スイッチの LED

システム LED

システム LED は、そのシステムに電力が供給され、正常に機能しているかどうかを示します。表 1-2 
に、LED のカラーとその意味を示します。

1 システム 
LED

5 速度 LED 

2 RPS LED 6 PoE LED1 

1. PoE LED があるのは、Catalyst 2960 
PoE スイッチだけです。

3 ステータス 
LED

7 MODE ボタ

ン 

4 デュプレッ

クス LED
8 ポート LED

20
46

12

SYST
RPS
STAT
DUPLX
SPEED
PoE

MODE

1X

11X

1X

11X

1 2
3 4 5 6

7 8
9 10

11 12

5
6

4

8

1
2

3

7

表 1-2 システム LED

カラー システム ステータス

消灯 システムの電源がオンになっていません。

グリーン システムは正常に動作しています。

オレンジ システムには電力が供給されていますが、正常に機能し

ていません。
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前面パネル
RPS LED

RPS LED は、RPS のステータスを示します。表 1-3 に、LED のカラーとその意味を示します。

（注） 8 ポートの Catalyst 2960 スイッチと、Catalyst 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、2960-24TC-S、
2960-Plus 48TC-S、2960-48TC-S、および 2960-48TT-S スイッチには、RPS LED がありません。

Cisco RPS 2300 または Cisco RPS 675 に関する詳細については、それぞれの電源システムの関連する

ハードウェア インストレーション ガイドを参照してください。

ポート LED とモード

これらのポート LED は、グループとして、または個別に、スイッチや個々のポートについての情報を

示します（表 1-4）。

表 1-3 RPS LED

カラー RPS のステータス

消灯 RPS の電源がオフになっているか、適切に接続されていません。

グリーン RPS が接続され、必要に応じてバックアップ電力を供給できる状態です。

グリーンに点滅 RPS は接続されていますが、別の装置に電力を供給しているため使用できません

（隣接デバイスが冗長電力を利用しています）。

オレンジ RPS はスタンバイ モードになっているか、故障しています。RPS の 
Standby/Active ボタンを押すと、この LED がグリーンに点灯します。点灯しない

場合は、RPS のファンが故障している可能性があります。購入された代理店にお

問い合わせください。

オレンジに点滅 スイッチの内蔵電源装置に障害が発生し、RPS からスイッチに電力が供給されて

います（この装置が冗長電源を使用しています）。

表 1-4 Port LED のモード

選択された

モード LED ポート モード 説明

STAT ポート ステータス ポート ステータス （デフォルトのモードです）

DUPLX ポートのデュプレックス 
モード

ポートのデュプレックス モード（半二重または全二

重）

SPEED（速度）
1

1. Catalyst 2960 スイッチに取り付けられている場合、1000BASE-T SFP モジュールは、10 Mb/s、100 Mb/s、
または 1000 Mb/s の全二重モード、あるいは 10 Mb/s または 100 Mb/s の半二重モードでの動作が可能です。

ポート速度 ポートの動作速度（10、100、または 1000 Mb/s）

PoE2

2. PoE LED があるのは、Catalyst 2960 PoE スイッチだけです。

PoE ポートの電力 PoE のステータス
1-18
Catalyst 2960 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-7075-09-J



 

第 1 章      製品概要
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PoE モードが選択されていなくて、PoE の問題が検出された場合は PoE LED によってその問題が示さ

れます（表 1-5）。PoE LED は、PoE をサポートする Catalyst 2960 スイッチだけに適用されます。

モードを選択または変更するには、対象となるモードが強調表示されるまで MODE ボタンを押しま

す。ポート モードを変更すると、ポート LED のカラーの意味も変わります。表 1-6 に、各種ポート 
モードでのポート LED のカラーの意味を示します。

表 1-5 PoE モード LED

カラー PoE ステータス

消灯 PoE モードが選択されていません。10/100 PoE ポートで電力供給の遮断または障

害は発生していません。

グリーン PoE モードが選択されています。PoE ステータスが、ポート LED に表示されま

す。

オレンジに点滅 PoE モードが選択されていません。10/100 PoE ポートの少なくとも 1 つに電力が

供給されていないか、または PoE 障害が発生しています。

表 1-6 スイッチの各種モードでのポート LED のカラーの意味

ポート モー

ド LED カラー 意味

STAT
（ポート ス
テータス）

消灯 リンクがないか、ポートが管理上のシャットダウンになっています。

グリーン リンクが確立されています。

グリーンに点滅 アクティブな状態です。ポートはデータを送信中または受信中です。

グリーンとオレ

ンジに交互に点

滅

リンク障害です。エラー フレームが接続に影響を与えている可能性があります。過度のコ

リジョン、Cyclic Redundancy Check（CRC; 巡回冗長検査）エラー、アライメント /ジャ

バー エラーなどがモニタされ、リンク障害が表示されています。

オレンジ ポートは Spanning Tree Protocol（STP）によってブロックされており、データを転送して

いません。

（注） ポートを再設定すると、STP がネットワーク ループの検出を実行します。その間、

ポート LED はオレンジに点灯します（最大 30 秒）。

オレンジに点滅 ポートが STP によってブロックされており、パケットを送信または受信していません。

DUPLX
（デュプレッ

クス）

消灯 ポートは半二重で動作しています。

グリーン ポートは全二重で動作しています。

SPEED（速

度）

10/100 および 10/100/1000 ポート

消灯 ポートは 10 Mb/s で動作しています。

グリーン ポートは 100 Mb/s で動作しています。

グリーンに点滅 ポートは 1000 Mb/s で動作しています。

SFP ポート

消灯 ポートは 10 Mb/s で動作しています。

グリーン ポートは 100 Mb/s で動作しています。

グリーンに点滅 ポートは 1000 Mb/s で動作しています。

（注） Catalyst 2960 スイッチに取り付けられている場合、1000BASE-T SFP モジュール

は、10 Mb/s、100 Mb/s、または 1000 Mb/s の全二重モード、あるいは 10 Mb/s ま
たは 100 Mb/s の半二重モードでの動作が可能です。
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デュアルパーパス ポート LED

デュアルパーパス ポートの LED は、RJ-45 コネクタがポートに接続されているかどうか、あるいは 
SFP モジュールがスロットに取り付けられているかどうかを示します。図 1-24 の例を参照してくださ

い。各ポートは、RJ-45 コネクタを使用する 10/100/1000 ポートとして、あるいは SFP モジュールと

して設定できますが、両方は同時に設定できません。LED はポートの使用状態（イーサネットまたは 
SFP モジュール）を示します。

LED のカラーと意味については、表 1-4 および表 1-6 の説明と同じです。

図 1-24 デュアルパーパス ポート LED

PoE 消灯 PoE がオフになっています。

受電装置の電力が AC 電源から供給されている場合は、受電装置がスイッチ ポートに接続

されていても、PoE ポート LED はオフになります。

グリーン PoE がオンになっています。LED がグリーンに点灯するのは、スイッチ ポートが電力を供

給している場合だけです。

グリーンとオレ

ンジに交互に点

滅

受電装置への供給電力がスイッチの電力容量を超えるため、PoE が無効になっています。

Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、2960-Plus 48PST-L、2960-48PST-L、
2960-Plus 48PST-S、2960-48PST-S、2960-Plus 24PC-S、および 2960-24PC-S スイッチ

は、最大 370 W の電力を供給します。Catalyst 2960-24LT-L、2960-Plus 24LC-L, 
2960-Plus 24LC-S、および 2960-24LC-S スイッチは、最大 124 W の電力を供給します。

オレンジに点滅 障害により PoE がオフになっています。

注意 PoE の障害は適合しないケーブルや受電装置が PoE ポートに接続された場合に

起こります。シスコ先行標準の IP Phone およびワイヤレス アクセス ポイントま

たは IEEE 802.3af 準拠の装置を PoE ポートに接続する場合、使用できるのは標

準準拠のケーブルだけです。PoE 障害の原因となるケーブルまたは装置は、すべ

てネットワークから取り外す必要があります。

オレンジ そのポートの PoE が無効になっています。デフォルトでは、PoE は有効になっています。

表 1-6 スイッチの各種モードでのポート LED のカラーの意味 （続き）

ポート モー

ド LED カラー 意味

1 RJ-45 コネクタ 3 SFP モジュール ポート使用

中の LED 

2 RJ-45 ポート使用中の 
LED 

4 SFP モジュール スロット

1

41 2 3
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8 ポートの Catalyst 2960 スイッチのケーブル ガード

Catalyst 2960-8TC-L、2960G-8TC-L、2960-8TC-S、および 2960PD-8TT-L スイッチの前面でケーブ

ルを固定し、ケーブルが誤って外れるのを防止するための、オプションのケーブル ガードを発注でき

ます。

ケーブル ガードを発注する場合は、次の部品番号でシスコ代理店にお問い合わせください。

• CBLGRD-C2960-8TC：Catalyst 2960-8TC-L、2960-8TC-S、および 2960PD-8TT-L スイッチ 

• CBLGRD-C2960G-8TC：Cisco Catalyst 2960G-8TC スイッチ

背面パネル
• 「内蔵電源装置」（P.1-22）

• 「Cisco RPS」（P.1-22）

• 「コンソール ポート」（P.1-23）

Catalyst 2960 スイッチのモデルによっては、スイッチに RJ-45 コンソール ポート、ファン排気口、

RPS コネクタ、および AC 電源コネクタが装備されている場合があります（Catalyst 2960 背面パネル

の例については、図 1-25 を参照してください）。

図 1-25 Catalyst 2960 スイッチの背面パネル 

1 RJ-45 コンソール ポート1

1. 8 ポートの Catalyst 2960 は、背面パネルではなく前面パネルにコンソール ポートがあります。

3 RPS コネクタ 2

2. Catalyst 2960 スイッチのうち、8 ポートの Catalyst スイッチと 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、
2960-24TC-S、2960-Plus 48TC-S、2960-48TC-S、および 2960-48TT-S スイッチには、RPS コネクタがあ

りません。

2 ファン排気口3

3. 8 ポートの Catalyst 2960 スイッチにはファンがありません。

4 AC 電源コネクタ4

4. Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチには、AC 内蔵電源装置がありません。

CONSOLE

1 2 3 4
13

70
71
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内蔵電源装置

Catalyst 2960PD-8TT-L 以外のすべてのスイッチは、内蔵電源装置から電力が供給されます。内蔵 AC 
電源装置は、入力電圧 100 ～ 240 VAC に対応するオートレンジング ユニットです。AC 電源コネクタ

と AC 電源コンセントの接続には、付属の AC 電源コードを使用します。

（注） Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチには、内蔵電源装置がありません。詳細については、「電源入力ポー

ト（Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチ）」（P.1-15）を参照してください。

Cisco RPS

スイッチのモデルによっては、スイッチの電源装置が故障した場合に、スイッチを次の Cisco RPS の
いずれかに接続してバックアップ電力を供給することもできます。

• 「Cisco RPS 2300」（P.1-22）

• 「Cisco RPS 675」（P.1-23）

スイッチと Cisco RPS は同じ AC 電源に接続してください。RPS をスイッチに接続するには、RPS に
付属の RPS コネクタ ケーブルを使用します。

警告 RPS レセプタクルには次の Cisco RPS モデルだけを接続してください：
PWR-RPS2300/PWR675-AC-RPS-N1 ステートメント 370

（注） Catalyst 2960 スイッチのうち、8 ポートの Catalyst スイッチと 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、
2960-24TC-S、2960-Plus 48TC-S、2960-48TC-S、2960-48TT-S、2960-Plus 48PST-S、
2960-48PST-S、2960-Plus 24PC-S、2960-24PC-S、2960-Plus 24LC-S、および 2960-24LC-S スイッ

チには、RPS コネクタがありません。

（注） Catalyst 2960 スイッチのうち、Catalyst 2960-24PC-L、2960-24LT-L、および 2960-48PST-L スイッチ

は、Cisco RPS 2300 だけをサポートします。

各 Catalyst 2960 スイッチでサポートされる RPS が記載された互換性マトリクスを含め、Cisco RPS 製
品の詳細については、Cisco.com にある RPS のマニュアルを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7148/prod_installation_guides_list.html

Cisco RPS 2300 

Cisco RPS 2300 は、同時に 6 台のネットワーク スイッチをサポートし、障害が発生した 1 台または 2 
台のスイッチに電力を供給できる冗長電源システムです。RPS は、接続先のスイッチの内部電源装置

の障害を自動的に検知し、障害が発生したスイッチに電力を供給することでネットワーク トラフィッ

クの損失を防ぎます。

Cisco RPS 2300 には、-52 V と 12 V の 2 つの出力レベルがあります。最大合計出力電力は、収容され

ている電源モジュールによって異なります。

サポートされているすべての接続先スイッチは、RPS 2300 と同時に通信を行うことができます。ス

イッチのソフトウェアから次の RPS 2300 機能を設定できます。
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• 接続先スイッチごとに RPS のアクティブまたはスタンバイ モードを有効にする。

• RPS サポート用にスイッチのプライオリティを設定する。

• 接続先スイッチと電源モジュールのサイズを表示する。

• RPS がスイッチに電力を供給した時点でレポートを受け取る。

• RPS 電源モジュールのステータス レポートを受け取る。

• バックアップ、障害、および例外の履歴を読み取り、モニタする。

Cisco RPS 675

Cisco 675 RPS は、同時に 6 台のネットワーク装置をサポートし、障害が発生した 1 台のスイッチに電

力を供給できる冗長電源システムです。RPS は、接続先のスイッチの内部電源装置の障害を自動的に

検知し、障害が発生したスイッチに電力を供給することでネットワーク トラフィックの損失を防ぎま

す。

Cisco RPS 675 には、-48 V と 12 V の 2 つの出力レベルがあります。最大合計出力電力は 675 W です。

コンソール ポート

スイッチを PC に接続するには、スイッチのコンソール ポートに、付属の RJ-45/DB-9 メス ケーブルを

取り付けます。スイッチのコンソール ポートを端末に接続する場合は、RJ-45/DB-25 メス DTE アダプ

タが必要です。このアダプタが入ったキット（部品番号 ACS-DSBUASYN=）をご注文ください。コ

ンソール ポートおよびアダプタのピン割り当てについては、「コネクタおよびケーブルの仕様」

（P.B-1）を参照してください。

（注） 8 ポートの Catalyst 2960 のコンソール ポートは、背面パネルではなく前面パネルにあります。
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セキュリティ スロット

8 ポートの Catalyst 2960 スイッチの左右の側面パネルには、セキュリティ スロットが設けられていま

す。オプションのケーブル ロック（ラップトップ コンピュータを固定するのに使用されるようなタイ

プ）をスイッチの左右いずれかの側面あるいは両側面に取り付けて固定することができます。

図 1-26 に、左側面パネルのスロットを示します。

図 1-26 スイッチの左側面パネル

管理オプション
Catalyst 2960 スイッチには、次の管理オプションを使用できます。

• Cisco Network Assistant

Network Assistant は、シスコの LAN スイッチ、コア スイッチ、ルータ、アクセス ポイント、IP 
Phone、および PIX ファイアウォールを集中管理する、PC ベースのネットワーク管理 GUI です。

Network Assistant は、次の URL から無料でダウンロードできます。

http://www.cisco.com/go/cna

Network Assistant の起動については、Cisco.com にある『Getting Started with Cisco Network 
Assistant』を参照してください。

• デバイス マネージャ

スイッチのメモリ内にあるデバイス マネージャを使用すると、個々のスタンドアロン スイッチを

管理できます。Web インターフェイスであるデバイス マネージャにより、迅速に設定およびモニ

タできます。デバイス マネージャには、Web ブラウザを介して、ネットワーク上のどこからでも

アクセスできます。詳細については、デバイス マネージャのオンライン ヘルプを参照してくださ

い。

• Cisco IOS CLI 

スイッチの CLI は Cisco IOS ソフトウェアに基づき、デスクトップスイッチング機能をサポート

するように強化されています。CLI からスイッチおよびスイッチ クラスタ メンバーをすべて設定

およびモニタできます。CLI には、スイッチのコンソール ポートに直接管理ステーションを接続

するか、リモート管理ステーションから Telnet を使用してアクセスできます。詳細については、

Cisco.com にある『Catalyst 2960 Switch Command Reference』を参照してください。

1 セキュリ

ティ スロッ

ト

1 

20
46

28
1-24
Catalyst 2960 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-7075-09-J

http://www.cisco.com/en/US/products/ps5931/index.html


 

第 1 章      製品概要

管理オプション
CLI を使用するセットアップ手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プログラムに

よるスイッチの設定」を参照してください。

• CiscoView アプリケーション

CiscoView 装置管理アプリケーションでは、コンフィギュレーション パラメータの設定やスイッ

チのステータスおよびパフォーマンスの情報表示に使用するスイッチ イメージを表示できます。

CiscoView アプリケーションは、独立したアプリケーションとして、または Simple Network 
Management Protocol（SNMP; 簡易ネットワーク管理プロトコル）プラットフォームの一部とし

て、スイッチとは別にご購入ください。詳細については、CiscoView のマニュアルを参照してくだ

さい。

• SNMP ネットワーク管理 

CiscoWorks LAN Management Solution（LMS）や HP OpenView などの SNMP 管理アプリケー

ションを使用してスイッチを設定および管理できます。また、HP OpenView や SunNet Manager 
などのプラットフォームが稼働している SNMP 対応のワークステーションからスイッチを管理す

ることもできます。

Cisco Configuration Engine は、スイッチのソフトウェアに組み込まれた CNS エージェントと連携

するネットワーク管理デバイスです。Cisco Configuration Engine を使用して、スイッチの初期設

定および設定更新を自動化できます。

ネットワーク構成

ネットワーク構成の概念については、Cisco.com のスイッチ ソフトウェア コンフィギュレーション ガ
イドを参照してください。このソフトウェア コンフィギュレーション ガイドには、スイッチを使用し

てギガビット イーサネットで相互接続された専用ネットワーク セグメントを作成するネットワーク構

成の例が記載されています。
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管理オプション
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C H A P T E R 2

スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート 
スイッチ）

この章では、スイッチの起動方法と、正常な動作を保証する電源投入時自己診断テスト（POST）の意

味について説明します。また、スイッチの設置方法、接続方法についても説明します。

この章では、Catalyst 2960-8TC-S、2960-8TC-L、2960G-8T-LC、2960-48PST-L、および 
2960PD-8TT-L スイッチを除く、すべての Catalyst 2960 スイッチの設置方法を説明します。これらの

スイッチについては、第 3 章「スイッチの設置（8 ポート スイッチ）」を参照してください。

この章に記載されている、スイッチ ポートへの接続、および Small Form-Factor Pluggable（SFP）モ

ジュールの取り付けおよび接続に関する説明は、8 ポート スイッチを含めた、すべての Catalyst 2960 
スイッチに該当します。

この章の内容は次のとおりです。次の順番で手順を進めてください。

• 「設置の準備」（P.2-1）

• 「スイッチ動作の確認」（P.2-5）

• 「スイッチの設置」（P.2-6）

• 「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-14）

• 「SFP モジュールの取り付けおよび取り外し」（P.2-16）

• 「SFP モジュールへの接続」（P.2-18）

• 「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）

• 「次の作業」（P.2-21）

設置の準備
ここで説明する内容は次のとおりです。

• 「警告」（P.2-2）

• 「粒子状物質に関する注意事項」（P.2-4）

• 「取り付けに関するガイドライン」（P.2-4）

• 「梱包内容」（P.2-5）

• 「工具および機器」（P.2-5）
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

設置の準備
警告

これらの警告は、『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 2960 Switch』内で複

数の言語に翻訳されています。

警告 スイッチの過熱を防止するために、周辺温度が推奨されている最高温度の 113 °F（45 °C）を超える
環境では使用しないでください。また、通気を妨げないように、通気口の周囲に 3 インチ（7.6 cm）
以上のスペースを確保してください。ステートメント 17B

警告 電源に接続されている装置を扱う場合は、事前に指輪、ネックレス、腕時計などの装身具を外してお
いてください。これらの金属が電源やアースに接触すると、金属が過熱して重度のやけどを負った
り、金属類が端子に焼き付くことがあります。ステートメント 43

警告 他の装置の上にシャーシを積み重ねないでください。シャーシが落下すると、大けがをしたり、装置
が損傷したりすることがあります。ステートメント 48

警告 セントラル オフィス環境で使用するイーサネット ケーブルにはシールドが必要です。ステートメント 
171

警告 冗長電源システム（RPS）がスイッチに接続されていない場合、スイッチの裏側に RPS コネクタ カ
バーを取り付けてください。ステートメント 265

警告 次の Cisco RPS モデルのみを RPS レセプタクルに接続します。
PWR-RPS2300、PWR675-AC-RPS-N1=。ステートメント 370

警告 壁面への設置手順をよく読んでから、設置を開始してください。適切なハードウェアを使用しなかっ
た場合、または、正しい手順に従わなかった場合は、人体に危険が及んだり、システムが破損したり
する可能性があります。ステートメント 378

警告 雷が発生しているときには、システムに手を加えたり、ケーブルの接続や取り外しを行ったりしない
でください。ステートメント 1001

警告 設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

設置の準備
警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

警告 この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。出入りが制限された場所
とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入室できない
場所を意味します。
ステートメント 1017

警告 いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐに手が届く状態にしておいて
ください。ステートメント 1019

警告 この装置は、アースさせる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正しく取
り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっきりしない場
合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント 1024

警告 この装置には、複数の電源が接続されている場合があります。装置の電源を完全にオフにするには、
すべての電源接続を切断する必要があります。ステートメント 1028

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ステー
トメント 1030

警告 この製品を廃棄処分する際には、各国の法律または規制に従って取り扱ってください。ステートメン
ト 1040

警告 ラックに装置を取り付けたり、ラック内の装置のメンテナンス作業を行ったりする場合は、事故を
防ぐため、装置が安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保するた
めに、次の注意事項を守ってください。

• ラックに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

• ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り付け

ます。

• ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を設置

したり、ラック内の装置を保守してください。ステートメント 1006
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

設置の準備
警告 この装置が設置された建物の外部の接続に関しては、集積回路保護が施された、認定されたネット
ワーク終端装置を通して、10/100/1000 イーサネット ポートに接続する必要があります。ステートメ
ント 1044 

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 
1046

警告 絶縁されていない金属接点、導体、または端子を Power over Ethernet（PoE）回路の相互接続に
使用すると、電圧によって感電事故が発生することがあります。危険性を認識しているユーザまたは
保守担当者だけに立ち入りが制限された場所を除いて、このような相互接続方式を使用しないでくだ
さい。立ち入りが制限された場所とは、特殊な工具、錠と鍵、またはその他のセキュリティ手段を使
用しないと入れない場所を意味します。ステートメント 1072

警告 スイッチ内部にはユーザが保守できる部品はありません。筐体を開けないでください。ステートメン
ト 1073

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074

粒子状物質に関する注意事項

シスコ製イーサネット スイッチは、ファンやブロワーなどの冷却機構を備えています。ただし、この

ようなファンや送風機は、埃やその他の粒子を引き込むことによって、シャーシ内部に汚染物質が蓄積

し、システム異常を招く可能性があります。

この装置は、できるだけ埃や導電性の異物（工事作業などによる金属薄片など）のない環境に設置する

必要があります。

次の規格では、許容される動作環境および浮遊する粒子状物質の許容レベルについて規定されていま

す。

• Network Equipment Building Systems（NEBS）GR-63-CORE

• National Electrical Manufacturers Association（NEMA）Type 1

• 国際電気標準会議（IEC）IP-20

この注意事項は、Catalyst 2960-8TC-L、2960-8TC-S、2960G-8TC-L、および 2960PD-8TT-L スイッ

チを除く、すべての Catalyst 2960 スイッチに該当します。

取り付けに関するガイドライン

ここでの説明は、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチには適用されません。このスイッチに関する情報

は、第 3 章「スイッチの設置（8 ポート スイッチ）」を参照してください。

スイッチの設置場所を決める際には、必ず次の要件を守ってください。

• 10/100/1000 ポートの場合、スイッチから接続先装置までのケーブル長は 328 フィート（100 m）

以内であること。
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

スイッチ動作の確認
• ケーブルは表 B-1（P.B-5）の仕様を満たしていること。この表には、Catalyst 2960 スイッチで使

用できる 1000BASE-X および 100BASE-X SFP モジュールのケーブル仕様が記載されています。

Catalyst 2960 スイッチ SFP ポートには、GLC-GE-100XX および GLC-FE-100XX SFP モジュー

ルの両方を使用できます。

シングルモード ファイバ（SMF）ケーブルの長さが短い場合、レシーバの過負荷を防ぐために、

リンクへのインライン光減衰器の取り付けが必要なことがあります。

光ファイバ ケーブルの長さが 15.43 マイル（25 km）未満の場合は、リンクの両側で、光ファイバ 
ケーブル プラントと 1000BASE-ZX SFP モジュールの受信ポートの間に、5 dB または 10 dB のイ

ンライン光減衰器を取り付ける必要があります。

• 動作環境は、付録 A「技術仕様」 に記載される範囲内にする必要があります。

• 前面パネルおよび背面パネルに対しては、次の条件を満たすようにスペースを確保してください。

– 前面パネルの LED 表示が容易に読めること。

– ポートの周囲にゆとりがあり、ケーブルの着脱や配線が無理なくできる。

– 背面パネルの AC 電源コネクタが AC 電源レセプタクルに接続できる位置にあること。

• ケーブルがラジオ、電源コード、蛍光灯などの電気ノイズ源から離れていること。ケーブルは、損

傷を与える可能性のある装置から必ず十分に離してください。

• スイッチの周囲や通気口のエアーフローが妨げられないこと。

• 装置周辺の温度が 113 °F（45 °C）を超えないこと。

閉じたラックまたはマルチラックにスイッチを設置する場合は、周辺温度が室温より高くなること

があります。

梱包内容

Cisco.com にあるスイッチのスタートアップ ガイドには梱包内容が記載されています。欠落または破

損している製品がある場合には、シスコの担当者か購入された代理店に連絡してください。

工具および機器

スイッチをラックに搭載する場合は、No. 2 プラス ドライバが必要になります。

スイッチ動作の確認
ラック、壁面、卓上、または棚にスイッチを設置する前に、スイッチに電源を投入し、スイッチが 
POST を正常に実行することを確認します。

RPS が設定されている場合は、スイッチと RPS を同じ AC 電源に接続してください。詳細については、

第 3 章「スイッチの設置（8 ポート スイッチ）」および Cisco RPS のマニュアルを参照してください。

（注） スイッチに RPS を接続する場合は、RPS をスタンバイ モードにします。正常動作時に RPS をアク

ティブ モードに設定します。

スイッチに電源を投入するには、AC 電源コードの一端をスイッチの AC 電源コネクタに接続し、電源

コードのもう一端を AC 電源コンセントに接続します。
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

スイッチの設置
警告 次の Cisco RPS モデルのみを RPS レセプタクルに接続します。
PWR-RPS2300、PWR675-AC-RPS-N1=。ステートメント 370

スイッチの電源を入れると、POST が開始され、スイッチの正常動作を確認するためのテストが実行さ

れます。テスト中に LED が点滅することがあります。POST は約 1 分で終了します。スイッチが 
POST を開始すると、システム、RPS、ステータス、デュプレックス、および速度の各 LED がグリー

ンに点灯します。システム LED はグリーンに点滅し、その他の LED はグリーンに点灯したままです。

POST が正常に終了すると、システム LED がグリーンに点灯したままになります。RPS LED はしばら

くの間グリーンに点灯した後、やがてスイッチの動作状態を反映します。その他の LED は、いったん

消灯してからスイッチの動作状態を表します。スイッチが POST に失敗すると、システム LED はオレ

ンジに点灯します。

POST のエラーはほとんどの場合、回復不可能な障害です。スイッチが POST に失敗する場合は、シス

コ テクニカル サポートに連絡してください。

POST が正常に完了したら、スイッチから電源コードを取り外します。スイッチをラック、壁面、卓

上、または棚に設置します（「スイッチの設置」（P.2-6）の説明を参照）。

スイッチの設置
ここでの説明は、8 ポートの Catalyst スイッチを除くすべてのスイッチに適用されます。このスイッチ

に関する情報は、第 3 章「スイッチの設置（8 ポート スイッチ）」を参照してください。

ここでは、次の設置手順について説明します。

• 「ラックへの設置」（P.2-7）

• 「壁面への設置」（P.2-11）

• 「卓上または棚へのスイッチの設置」（P.2-14）
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

スイッチの設置
ラックへの設置

ここでの説明は、8 ポートの Catalyst スイッチを除くすべてのスイッチに適用されます。これらのス

イッチに該当する情報は、第 3 章「スイッチの設置（8 ポート スイッチ）」を参照してください。特定

のスイッチについては説明しないことがありますが、ここでの説明は 24 ポートおよび 48 ポートのす

べてのスイッチに該当します。

19 インチまたは 24 インチ ラック（24 インチ ラックでは、オプションのマウント ハードウェアが必

要）に設置する場合は、次に記載されている手順に従います。

• 「スイッチからのネジの取り外し」（P.2-8）

• 「Catalyst 2960 スイッチへのブラケットの取り付け」（P.2-8）

• 「ラックへのスイッチの取り付け」（P.2-10）

• 「ケーブル ガイドの取り付け」（P.2-11）

24 インチ ラックにスイッチを取り付ける際には、スイッチに付属していないオプションのブラケット 
キットが必要です。24 インチ ラックのマウント ブラケットおよびハードウェアが入ったキット（部品

番号 RCKMNT-1RU=）をご注文ください。

警告 ラックに装置を取り付けたり、ラック内の装置のメンテナンス作業を行ったりする場合は、事故を
防ぐため、装置が安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保するた
めに、次のガイドラインを守ってください。

• ラックに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

• ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り付け

ます。

• ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を設置

したり、ラック内の装置を保守したりしてください。ステートメント 1006
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

スイッチの設置
スイッチからのネジの取り外し

ラックにスイッチを設置する場合は、まず、スイッチ シャーシのネジを外し、マウント ブラケットを

取り付けられるようにする必要があります。図 2-1 に、Catalyst 2960 スイッチのネジをシャーシから

取り外す手順を示します。

図 2-1 Catalyst 2960 スイッチからのネジの取り外し

Catalyst 2960 スイッチへのブラケットの取り付け

使用するブラケットとブラケットの向きは、ブラケットを取り付けるラック（19 インチまたは 24 イン

チ）によって決まります。図 2-2 から図 2-7 に、スイッチの片側にそれぞれのタイプのブラケットを取

り付ける手順を示します。同じ手順で、スイッチの反対側にもブラケットを取り付けます。

図 2-2 Catalyst 2960 スイッチへの 19 インチ ラック用ブラケットの取り付け（前面パネルが手前側）
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

スイッチの設置
図 2-3 Catalyst 2960 スイッチへの 24 インチ ラック用ブラケットの取り付け（前面パネルが手前側）

図 2-4 Catalyst 2960 スイッチへの 19 インチ ラック用ブラケットの取り付け（背面パネルが手前側）

図 2-5 Catalyst 2960 スイッチへの 24 インチ ラック用ブラケットの取り付け（背面パネルが手前側）
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

スイッチの設置
図 2-6 Catalyst 2960 スイッチへの 19 インチ Telco ラック用ブラケットの取り付け

図 2-7 Catalyst 2960 スイッチへの 24 インチ Telco ラック用ブラケットの取り付け

ラックへのスイッチの取り付け

スイッチにブラケットを取り付けてから、付属の No. 12 小ネジを 4 本使用して、ブラケットをラック

に固定します（図 2-8 を参照）。

図 2-8 ラックへの Catalyst 2960 スイッチの取り付け
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

スイッチの設置
ラックにスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

• スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.2-5）を参照してください。

• 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。手順については、

『Catalyst 2960 Switch Getting Started Guide』を参照してください。

• 前面パネルのポートに接続します。設置を完了するには、「10/100 および 10/100/1000 ポートへの

接続」（P.2-14）、「SFP モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接

続」（P.2-20）を参照してください。

コマンドライン インターフェイス（CLI）セットアップ プログラムを使用する設定手順については、

付録 C「CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定」を参照してください。

ケーブル ガイドの取り付け

ケーブルがスイッチの前面パネルやラック内の装置の操作の妨げにならないように、ケーブル ガイド

の使用を推奨します。付属のブラックのネジ（図 2-9 を参照）を使用して、左右いずれかのブラケット

にケーブル ガイドを取り付けます。

図 2-9 Catalyst 2960 スイッチへのケーブル ガイドの取り付け

壁面への設置

ここでの説明は、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチには適用されません。このスイッチに関する情報

は、第 3 章「スイッチの設置（8 ポート スイッチ）」を参照してください。

壁面にスイッチを設置するには、次の手順に従います。

• 「壁面へ設置する場合のスイッチへのブラケットの取り付け」（P.2-12）

• 「RPS コネクタ カバーの取り付け」（P.2-12）

• 「壁面へのスイッチの取り付け」（P.2-13）
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

スイッチの設置
壁面へ設置する場合のスイッチへのブラケットの取り付け

図 2-10 に、スイッチの片側に 19 インチ ブラケットを取り付ける手順を示します。同じ手順で、ス

イッチの反対側にもブラケットを取り付けます。

図 2-10 壁面に設置する場合の 19 インチ ブラケットの取り付け

RPS コネクタ カバーの取り付け

RPS コネクタがスイッチにあり、スイッチで RPS を使用しない場合は、図 2-11 に示すように、2 本の

なべネジを使用して RPS コネクタ カバーをスイッチの裏側に取り付けてください。

（注） 8 ポートの Catalyst 2960 スイッチと、Catalyst 2960-24-S、2960-24TC-S、2960-48TT-S、および 
2960-48TC-S スイッチには、RPS コネクタがありません。

警告 RPS がスイッチに接続されていない場合は、スイッチの裏側に RPS コネクタ カバーを取り付けてく
ださい。ステートメント 265

図 2-11 Catalyst 2960 スイッチへの RPS コネクタ カバーの取り付け

1 プラス トラスヘッド ネジ

1 20
46

20

1X

11X

1 プラスなべネジ 3 RPS コネクタ

2 RPS コネクタ カバー

CONSOLE

21 3

13
70

82
2-12
Catalyst 2960 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-7075-09-J



 

第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

スイッチの設置
壁面へのスイッチの取り付け

スイッチおよびケーブルを確実に支えるために、スイッチを壁面の間柱、または固定した合板の背板に

しっかりと取り付けてください。前面パネルが上向きになるようにしてスイッチを取り付けます

（図 2-12 を参照）。

警告 安全上の規定を満たすために、前面パネルを壁面に対して垂直にしてスイッチを取り付けます。ス
テートメント 266

警告 冗長電源システム（RPS）がスイッチに接続されていない場合、スイッチの裏側に RPS コネクタ カ
バーを取り付けてください。ステートメント 265

図 2-12 壁面へのスイッチの取り付け
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続
壁面にスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

• スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.2-5）を参照してください。

• 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。手順については、

『Catalyst 2960 Switch Getting Started Guide』を参照してください。

• 前面パネルのポートに接続します。設置を完了するには、「10/100 および 10/100/1000 ポートへの

接続」（P.2-14）、「SFP モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接

続」（P.2-20）を参照してください。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。

卓上または棚へのスイッチの設置

ここで説明する情報は、Catalyst 2960-8TC-L、2960-8TC-S、2960G-8TC-L、および 2960PD-8TT-L 
スイッチを除く、すべてのスイッチに該当します。これらのスイッチに該当する情報は、第 3 章「ス

イッチの設置（8 ポート スイッチ）」を参照してください。

ステップ 1 マウント キットの中でゴム製の脚が付いている粘着ストリップを用意します。4 つのゴム製の脚をス

イッチ底面のくぼみに取り付けます。

ステップ 2 AC 電源近くの卓上または棚にスイッチを置きます。

卓上にスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

• スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.2-5）を参照してください。

• 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。手順については、

『Catalyst 2960 Switch Getting Started Guide』を参照してください。

• 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-14）、「SFP 
モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）を参照し、

設置を完了します。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。

（注） コネクタを使用しない場合は、ダスト カバーを取り付けてください。

10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続
スイッチの 10/100/1000 ポートは、接続先装置の速度で動作するように自動的に設定されます。接続先

のポートが自動ネゴシエーションをサポートしていない場合は、速度およびデュプレックスのパラメー

タを明示的に設定できます。自動ネゴシエーション機能のない装置または手動で速度とデュプレックス

のパラメータが設定されている装置に接続すると、パフォーマンスの低下やリンク障害が発生すること

があります。
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続
最大限のパフォーマンスを実現するためには、次のいずれかの方法でイーサネット ポートを設定して

ください。

• 速度とデュプレックスの両方について、ポートに自動ネゴシエーションを実行させます。

• 接続の両側でポートの速度とデュプレックスに関するパラメータを設定します。

注意 静電破壊を防ぐために、基板およびコンポーネントの取り扱い手順を順守してください。

ステップ 1 ワークステーション、サーバ、ルータ、および Cisco IP Phone に接続する場合は、前面パネルの RJ-45 
コネクタにストレート ケーブルを取り付けます （図 2-13 を参照）。スイッチまたはリピータに接続す

る場合は、クロス ケーブルを使用してください （ケーブルのピン割り当てについては、「ケーブルおよ

びアダプタの仕様」（P.B-4）を参照してください）。

1000BASE-T 対応装置に接続する場合は、必ずカテゴリ 5 以上の 4 ツイストペア ケーブルを使用して

ください。

Auto-MDIX 機能は、デフォルトで有効になっています。この機能の設定については、スイッチのソフ

トウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してくださ

い。

図 2-13 イーサネット ポートへの接続

ステップ 2 接続先装置の RJ-45 コネクタに、ケーブルのもう一方の端を接続します。スイッチと接続先装置の両

方でリンクが確立されると、ポート LED が点灯します。

スパニングツリー プロトコル（STP）がトポロジを検出し、ループの有無を確認している間、LED は
オレンジに点灯します。このプロセスには 30 秒ほどかかり、その後ポート LED はグリーンに点灯し

ます。ポート LED が点灯しない場合は、接続先装置の電源がオンになっていないか、ケーブルまたは

接続先装置に取り付けられているアダプタに障害がある可能性があります。ケーブルに関する問題の解

決方法については、第 4 章「トラブルシューティング」を参照してください。

ステップ 3 必要に応じて、接続先装置を再設定してから再起動します。

ステップ 4 ステップ 1 ～ 3 を繰り返して、各装置を接続します。
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

SFP モジュールの取り付けおよび取り外し
SFP モジュールの取り付けおよび取り外し
SFP モジュールは、Catalyst 2960 スイッチの前面にある SFP モジュール スロットに取り付けます。こ

れらのモジュールは現場交換可能であり、レーザー送信（TX）とレーザー受信（RX）のアップリンク

光インターフェイスを提供します。

SFP モジュールは、任意の組み合わせで使用できます。Catalyst 2960 スイッチがサポートする SFP モ
ジュールの一覧については、Catalyst 2960 スイッチのリリース ノートを参照してください。各 SFP モ
ジュールはケーブルの反対側の SFP モジュールと同じタイプにする必要があります。また、接続の信

頼性を確保するため、ケーブルは規定のケーブル長を超えないものとします。SFP モジュール接続の

ケーブルに関する規定は、「SFP モジュールのケーブル仕様」（P.B-4）を参照してください。Catalyst 
2960 スイッチには、シスコ製 SFP モジュールだけを使用してください。シスコ製 SFP モジュールと 
Catalyst 2960 スイッチは、品質認定機能をサポートしています。品質認定機能を持つ SFP モジュール

だけをサポートします。

SFP モジュールの取り付け、取り外し、およびケーブル接続についての詳細は、使用する SFP モ
ジュールのマニュアルを参照してください。

SFP モジュールの取り付け

図 2-14 に、ベールクラスプ ラッチ付きの SFP モジュールを示します。

注意 ケーブル、ケーブル コネクタ、または SFP モジュール内の光インターフェイスの損傷を防ぐため、

SFP モジュールの着脱は、光ファイバ ケーブルを接続した状態では行わないことを強く推奨しま

す。すべてのケーブルを取り外してから、SFP モジュールの取り外しまたは取り付けを行ってくだ

さい。

SFP モジュールの取り外しや取り付けを行うと、モジュールの耐用期間が短くなる可能性がありま

す。必要な場合以外には、SFP モジュールの着脱を行わないようにしてください。

図 2-14 ベールクラスプ ラッチ付きの SFP モジュール

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されていない金

属面に取り付けます。

ステップ 2 SFP モジュールは、送信側（TX）および受信側（RX）の印があるほうが上面です。

（注） SFP モジュールによっては、送信と受信（TX と RX）の印の代わりに、接続の方向（TX か 
RX か）を示す矢印が付いている場合もあります。
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

SFP モジュールの取り付けおよび取り外し
ステップ 3 SFP モジュールをスロットの開口部前面に合わせます。

ステップ 4 SFP モジュールをスロットに差し込み、モジュールのコネクタがスロットの奥に装着された感触があ

るまで押します。図 2-15 を参照してください。

図 2-15 SFP モジュール スロットへの SFP モジュールの取り付け

ステップ 5 SFP モジュールの光ポートからダスト プラグを取り外し、あとで使用できるように保管しておきます。

注意 SFP モジュール ポートのダスト プラグ、または光ファイバ ケーブルのゴム製キャップは、ケーブ

ルを接続する準備が整うまでは取り外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、SFP 
モジュール ポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

ステップ 6 LC ケーブル コネクタを SFP モジュールに取り付けます。

SFP モジュールの取り外し

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されていない金

属面に取り付けます。

ステップ 2 SFP モジュールから LC コネクタを取り外します。

ヒント ケーブル コネクタ プラグを再び取り付ける際には、送信（TX）と受信（RX）を間違えないように注

意してください。

ステップ 3 光インターフェイスを清潔に保つために、SFP モジュールの光ポートにダスト プラグを取り付けます。

ステップ 4 SFP モジュールのロックを解除して、取り外します（図 2-16 を参照）。

ベールクラスプ ラッチ付きのモジュールの場合は、ベールを下げて、モジュールを取り外します。

ベールクラスプ ラッチが手の届きにくい場所にあり、人差し指でラッチを解除できない場合には、小

型マイナス ドライバなどの細長い工具を使用してラッチを解除します。

1 SFP モ
ジュール

1X

11X

Catalyst 2960 Series SI

2
1

1

20
46

39
2-17
Catalyst 2960 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-7075-09-J



 

第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

SFP モジュールへの接続
図 2-16 マイナス ドライバを使用したベールクラスプ ラッチ SFP モジュールの取り外し

ステップ 5 親指と人差し指で SFP モジュールを持ち、モジュール スロットからゆっくりと引き出します。

ステップ 6 取り外した SFP モジュールは、静電気防止用袋に収めるか、その他の保護環境下に置いてください。

SFP モジュールへの接続
ここでは、SFP モジュールへの接続方法について説明します。光ファイバ SFP モジュールへの接続方

法については、「光ファイバ SFP モジュールへの接続」を参照してください。銅線 1000BASE-T SFP 
モジュールへの接続方法については、「1000BASE-T SFP モジュールへの接続」を参照してください。

SFP モジュールの取り付けおよび取り外し手順については、「SFP モジュールの取り付けおよび取り外

し」（P.2-16）を参照してください。

デュアルパーパス ポートへの接続方法については、「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）を

参照してください。

光ファイバ SFP モジュールへの接続

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

注意 ケーブル接続の準備が整うまで、SFP モジュール ポートのゴム製プラグや光ファイバ ケーブルのゴ

ム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、SFP モジュール ポートお

よびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

SFP モジュールへの接続を行う前に、 「取り付けに関するガイドライン」（P.2-4） および 「SFP モ
ジュール スロット」（P.1-15）を参照し、ポートおよびケーブル接続に関する規定を確認してくだ

さい。SFP モジュールの LC については、付録 B「コネクタおよびケーブルの仕様」を参照してく

ださい。

1 ベール ク
ラスプ

1X

11X

1
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

SFP モジュールへの接続
ステップ 1 モジュール ポートと光ファイバ ケーブルからゴム製プラグを取り外し、再使用できるように保管して

おきます。

ステップ 2 光ファイバ ケーブルの一端を、SFP モジュール ポートに取り付けます（図 2-17 を参照）。

図 2-17 光ファイバ SFP モジュール ポートへの接続

ステップ 3 ケーブルのもう一端を、接続先装置の光ファイバ レセプタクルに取り付けます。

ステップ 4 ポート ステータス LED を確認します。

スイッチと接続先装置がリンクを確立すると、LED はグリーンに点灯します。

STP がネットワーク トポロジを検出し、ループの有無を確認している間、LED はオレンジに点灯しま

す。このプロセスには 30 秒ほどかかり、その後、ポート LED はグリーンに点灯します。

ポート LED が点灯しない場合、接続先装置が起動していない、ケーブルに問題がある、接続先装置の

アダプタに問題があるといった理由が考えられます。ケーブルに関する問題の解決方法については、

第 4 章「トラブルシューティング」を参照してください。

ステップ 5 必要に応じて、スイッチまたは接続先装置を再設定し、再起動します。

1000BASE-T SFP モジュールへの接続

注意 ESD による損傷を防ぐために、基板およびコンポーネントの取り扱い手順に従ってください。

ステップ 1 ケーブルの一端を SFP モジュール ポートに取り付けます（図 2-18 を参照）。サーバ、ワークステー

ション、およびルータに接続する場合は、ストレートの 4 ツイストペア ケーブルを RJ-45 コネクタに

取り付けます。スイッチまたはリピータに接続する場合は、クロスの 4 ツイストペア ケーブルを使用

します。

（注） 1000BASE-T 装置に接続する場合は、必ずカテゴリ 5 以上の 4 ツイストペア ケーブルを使用し

てください。

1 LC コネクタ
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第 2 章      スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）

デュアルパーパス ポートへの接続
（注） Auto-MDIX 機能は、デフォルトで有効になっています。この機能の設定については、スイッ

チのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを

参照してください。

図 2-18 1000BASE-T SFP モジュールへの接続

ステップ 2 接続先装置の RJ-45 コネクタにケーブルの反対側を差し込みます。

ステップ 3 ポート ステータス LED を確認します。

スイッチと接続先装置がリンクを確立すると、LED はグリーンに点灯します。

STP がネットワーク トポロジを検出し、ループの有無を確認している間、LED はオレンジに点灯しま

す。このプロセスには 30 秒ほどかかり、その後、ポート LED はグリーンに点灯します。

ポート LED が点灯しない場合、接続先装置が起動していない、ケーブルに問題がある、接続先装置の

アダプタに問題があるといった理由が考えられます。ケーブルに関する問題の解決方法については、

第 4 章「トラブルシューティング」を参照してください。

ステップ 4 必要に応じて、スイッチまたは接続先装置を再設定してから再起動します。

デュアルパーパス ポートへの接続
デュアルパーパス ポートは、10/100/1000 ポートまたは SFP モジュール ポートとして設定できます。

このポートの詳細については、「デュアルパーパス ポート」（P.1-15）を参照してください。

ステップ 1 RJ-45 コネクタを 10/100/1000 ポートに接続するか、SFP モジュール スロットに SFP モジュールを取

り付け、ケーブルを SFP モジュール ポートに接続します（図 2-19 を参照）。

一度に 1 つのポートだけを有効にできます。両方のポートに接続されている場合は、SFP モジュール 
ポートが優先になります。この優先設定は、変更できません。

RJ-45 コネクタおよび SFP モジュールに関する詳細については、「10/100 および 10/100/1000 ポートへ

の接続」（P.2-14）、「SFP モジュールの取り付けおよび取り外し」（P.2-16）、および「SFP モジュール

への接続」（P.2-18）を参照してください。

1 RJ-45 コネクタ

1X

11X
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次の作業
図 2-19 デュアルパーパス ポートへの接続

ステップ 2 ケーブルのもう一端は接続先装置に接続します。スイッチは自動的に接続を検出して、ポートを設定し

ます。

デフォルトでは、スイッチは最初にリンクを確立するインターフェイス タイプを自動的に選択します。

それ以降のリンクは、media-type インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用して、手

動で RJ-45 コネクタまたは SFP モジュール コネクタを設定する必要があります。詳細については、コ

マンド リファレンスを参照してください。

次の作業
デフォルト設定で十分な場合は、これ以上のスイッチの設定作業は必要ありません。デフォルト設定

は、次のいずれかの管理オプションを使用して変更できます。

• スイッチのメモリ内にあるデバイス マネージャを起動して、個々のスイッチを管理します。デバ

イス マネージャは使いやすい Web インターフェイスであり、簡単な設定およびモニタ機能を提供

します。デバイス マネージャには、Web ブラウザを介して、ネットワーク上のどこからでもアク

セスできます。詳細については、デバイス マネージャのオンライン ヘルプを参照してください。

• Network Assistant アプリケーションを起動します（詳細については『Getting Started with Cisco 
Network Assistant』ガイドを参照してください）。この GUI により、スイッチ クラスタまたは個別

のスイッチの設定とモニタができます。

• コンソールから CLI を使用して、クラスタのメンバーまたは個別のスイッチとしてスイッチを設

定します。Catalyst 2960 スイッチでの CLI の使用方法については、Cisco.com にある『Catalyst 
2960 Switch Software Configuration Guide』および『Catalyst 2960 Switch Command Reference』
を参照してください。

• Cisco View アプリケーションなどの SNMP（簡易ネットワーク管理プロトコル）アプリケーショ

ンを起動します。

1 RJ-45 コネクタ 2 LC コネクタ
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次の作業
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C H A P T E R 3

スイッチの設置（8 ポート スイッチ）

この章では、スイッチの起動方法と、正常な動作を保証する電源投入時自己診断テスト（POST）の意

味について説明します。また、スイッチの設置方法についても説明します。この章に記載されている設

置に関する情報は、Catalyst 2960-8TC-S、Catalyst 2960-8TC-L、Catalyst 2960G-8TC-L、および 
Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチに固有のものです。その他の Catalyst 2960 スイッチの設置に関する

情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。次の順番で手順を進めてください。

• 「設置の準備」（P.3-1）

• 「スイッチ動作の確認」（P.3-5）

• 「スイッチの設置」（P.3-6）

• 「次の作業」（P.3-18）

スイッチの接続の詳細については、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」

を参照してください。

設置の準備
ここでは、次の内容について説明します。

• 「警告」（P.3-1）

• 「設置に関する注意事項」（P.3-3）

• 「準備する工具」（P.3-4）

• 「梱包内容」（P.3-5）

• 「工具および機器」（P.3-5）

警告

これらの警告は、『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 2960 Switch』内で複

数の言語に翻訳されています。

警告 スイッチの過熱を防止するために、室温が 113 °F（45 °C）を超える環境では使用しないでください。
また、通気を妨げないように、通気口の周囲に 3 インチ（7.6 cm）以上のスペースを確保してくださ
い。ステートメント 17B
3-1
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第 3 章      スイッチの設置（8 ポート スイッチ）

設置の準備
警告 電源に接続されている装置を扱う場合は、事前に指輪、ネックレス、腕時計などの装身具を外してお
いてください。これらの金属が電源やアースに接触すると、金属が過熱して重度のやけどを負った
り、金属類が端子に焼き付くことがあります。ステートメント 43

警告 他の装置の上にシャーシを積み重ねないでください。シャーシが落下すると、大けがをしたり、装置
が損傷したりすることがあります。ステートメント 48

警告 セントラル オフィス環境で使用する場合、イーサネット ケーブルをシールドする必要があります。ス
テートメント 171

警告 警告文 353 は、Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチだけに適用されます。

警告 この製品は、Power-over-Ethernet（PoE）IEEE 802.3af 準拠の電源または IEC60950 準拠の制
限電源に接続する必要があります。ステートメント 353

警告 雷が発生しているときには、システムに手を加えたり、ケーブルの接続や取り外しを行わないでくだ
さい。ステートメント 1001

警告 設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

警告 ラックに装置を取り付けたり、ラック内の装置のメンテナンス作業を行った
りする場合は、事故を防ぐため、装置が安定した状態で置かれていることを
十分に確認してください。安全を確保するために、次の注意事項を守ってく
ださい。

• ラックに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

• ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、

下から順番に取り付けます。

• ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、

ラックに装置を設置したり、ラック内の装置を保守してください。ステート

メント 1006
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第 3 章      スイッチの設置（8 ポート スイッチ）

設置の準備
警告 いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐに手が届く状態にしておいて
ください。ステートメント 1019

警告 この装置は必ずアースを接続する必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正
しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかがはっきり
しない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント 1024

警告 この製品を廃棄処分する際には、各国の法律または規制に従って取り扱ってください。ステートメン
ト 1040

警告 装置の設置されている建物の外と接続する場合、10/100/1000 イーサネット ポートは、集積回路の保
護機能を備えた認定済みのネットワーク終端装置を介して接続する必要があります。ステートメント 
1044 

警告 装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメ
ント 1046

警告 スイッチ内部にはユーザが保守できる部品はありません。カバーを取り外さないでください。ステー
トメント 1073

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074

設置に関する注意事項

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

スイッチの設置場所を決める際には、必ず次の要件を守ってください。

• 動作環境は、付録 A「技術仕様」に記載される範囲内にあること。

• スイッチの周囲や通気口のエアーフローが妨げられないこと。

通気口の周囲に 3 インチ（7.6 cm）以上のスペースを確保することを強く推奨します。

• 装置周辺の温度が 113 °F（45 °C）を超えないこと。

閉鎖型環境またはマルチラック アセンブリにスイッチを設置する場合は、周辺温度が室温より高

くなることがあります。

• スイッチの周辺湿度が 85% を超えないこと。

• 標高が 10,000 フィート（3,049 m）を超えないこと。
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設置の準備
• スイッチが最高温度 113 °F（45 °C）で稼働している場合や、スイッチを標準室温を超える環境

（クローゼット、キャビネット、あるいは閉鎖型アセンブリまたはマルチラック アセンブリ内な

ど）で使用している場合、スイッチの底部が熱くなる可能性があること。

• スイッチの上には何も置かないこと。

• スイッチを積み重ねたり、横に並べて設置する場合は、各スイッチの前面および背面、上面および

底面、両側面にそれぞれ 3 インチ（7.6 cm）以上のスペースを確保すること。

• スイッチをラックに設置する場合は、各スイッチ上に 1.75 インチ（4 cm）以上のスペースを確保

すること。

• スイッチの前面パネルを上または横に向けた状態で、スイッチを壁面に設置しないこと。スイッチ

を壁面に設置する場合は、通気が妨げられないようにするため、およびケーブルにアクセスしやす

くするために、安全上の規定に従ってスイッチの前面パネルを下側に向けて設置してください。

• スイッチの前面パネルおよび背面パネルに対しては、次の条件を満たすようにスペースを確保する

こと。

– 前面パネルの LED 表示が容易に読めること。

– ポートの周囲にゆとりがあり、ケーブルの着脱や配線が無理なくできること。

– AC 電源コンセントからスイッチ背面パネルのコネクタまで AC 電源コードで接続できる位置

にあること。

• ケーブルがラジオ、電源コード、蛍光灯などの電気ノイズ源から離れていること。ケーブルは、損

傷を与える可能性のある装置から必ず十分に離してください。

• 10/100/1000 ポートの場合、スイッチから接続先装置までのケーブル長は 328 フィート（100 m）

以内であること。

• ケーブルは表 B-1（P.B-5）の仕様を満たしていること。この表には、Catalyst 2960 スイッチで使

用できる 1000BASE-X および 100BASE-X SFP モジュールのケーブル仕様が記載されています。

シングルモード ファイバ光ケーブルの長さが短い場合、レシーバーの過負荷を防ぐために、リン

クへのインライン光減衰器の取り付けが必要なことがあります。

光ファイバ ケーブルの長さが 15.43 マイル（25 km）未満の場合は、リンクの両側で、光ファイバ 
ケーブル プラントと 1000BASE-ZX SFP モジュールの受信ポートの間に、5 dB または 10 dB のイ

ンライン光減衰器を取り付ける必要があります。

準備する工具

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

このスイッチを設置するには、次の工具が必要です。

• No. 2 プラス ネジ用ドライバ

• # 27 ドリル ビット（0.144 インチ（3.7 mm））付きドリル

スイッチの前面にケーブルを固定して外れるのを防止するために、オプションのケーブル ガードを発

注できます。ケーブル ガードを発注する場合は、次の部品番号でシスコ代理店にお問い合わせくださ

い。

• Catalyst 2960-8TC-L、2960-8TC-S、および 2960PD-8TT-L スイッチ ケーブル ガードの部品番

号：CBLGRD-C2960-8TC= 

• Catalyst 2960G-8TC-L スイッチ ケーブル ガードの部品番号：CBLGRD-C2960G-8TC=
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スイッチ動作の確認
このケーブル ガードは、Catalyst 2960-8TC-L および Catalyst 2960G-8TC-L 以外のスイッチで

ラック内の多数のケーブルを管理するために使用するケーブル ガイドとは異なる部品です。

スイッチの左右の側面パネルには、セキュリティ スロットが設けられています。オプションのケーブ

ル ロック（ラップトップ コンピュータを固定するのに使用されるようなタイプ）をスイッチの左右い

ずれかの側面あるいは両側面に取り付けて固定することができます。ケーブル ロックは、ほとんどの

コンピュータ周辺機器メーカーから入手できます。

8 ポートの Catalyst 2960 スイッチを 19 インチ ラックに取り付ける際には、スイッチに付属していない

オプションのブラケット キットが必要です。19 インチ ラックマウント ブラケットおよびハードウェア

が入ったキットをご注文ください。キットの製品番号は RCKMNT-19-CMPCT= です。

端末をスイッチのコンソール ポートに接続する場合は、RJ-45/DB-25 メス DTE アダプタが必要です。

このアダプタが付属しているキット（部品番号 ACS-DSBUASYN=）をご注文ください。

梱包内容

梱包内容については、Cisco.com のスイッチのスタートアップ ガイドで説明しています。足りないも

のや損傷しているものがある場合は、製品を購入された代理店に連絡してください。

工具および機器

スイッチをラックに搭載する場合は、No. 2 プラス ドライバが必要になります。

スイッチ動作の確認
ラック、卓上、棚、または壁面にスイッチを設置する前に、スイッチに電源を投入し、スイッチが 
POST を正常に実行することを確認します。

スイッチに電源を投入するには、AC 電源コードの一端をスイッチの AC 電源コネクタに接続し、電源

コードのもう一端を AC 電源コンセントに接続します。

Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチには 10/100/1000 アップリンクポート経由でアップストリーム PoE 
スイッチから電力を供給できます。このスイッチは、背面パネルに AC 電源アダプタを接続することも

できます。詳細については、「電源入力ポート（Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチ）」（P.1-15）を参照

してください。

スイッチに電源が投入されると、スイッチは POST を開始します。POST は自動的に実行される一連の

テストで、スイッチが正常に機能していることを確認します。テスト中に LED が点滅することがあり

ます。POST は約 1 分で終了します。スイッチが POST を開始すると、システム、ステータス、デュプ

レックス、および速度の各 LED がグリーンに点灯します。システム LED はグリーンに点滅し、その

他の LED はグリーンに点灯したままです。

POST が正常に終了すると、システム LED がグリーンに点灯したままになります。その他の LED は、

いったん消灯してからスイッチの動作状態を表します。スイッチが POST に失敗すると、システム 
LED はオレンジに点灯します。

POST のエラーはほとんどの場合、回復不可能な障害です。スイッチが POST に失敗する場合は、シス

コ テクニカル サポートに連絡してください。

POST が正常に完了したら、スイッチから電源コードを取り外します。スイッチをラック、棚、卓上、

または壁面に設置します（「スイッチの設置」（P.3-6）の説明を参照）。
3-5
Catalyst 2960 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-7075-09-J



 

第 3 章      スイッチの設置（8 ポート スイッチ）

スイッチの設置
スイッチの設置
ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

ここでは、次の設置手順について説明します。

• 「机または棚へのスイッチの設置（取り付けネジを使用しない場合）」（P.3-6）

• 「机または棚へのスイッチの設置（取り付けネジを使用する場合）」（P.3-7）

• 「机または棚の下へのスイッチの設置（取り付けネジを使用する場合）」（P.3-9）

• 「壁面へのスイッチの設置（取り付けネジを使用する場合）」（P.3-11）

• 「マグネットによる設置」（P.3-14）

• 「ラックへの設置」（P.3-15）

• 「壁面への設置（ラックマウント ブラケットを使用する場合）」（P.3-16）

机または棚へのスイッチの設置（取り付けネジを使用しない場合）

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

スイッチは取り付けネジを使用してもしなくても机または棚の上に設置できます。取り付けネジを使用

しない場合は、次の手順で設置します。

ステップ 1 アクセサリ キットに含まれているゴム製の脚が付いている粘着ストリップを用意します。

ステップ 2 4 つのゴム製の脚を粘着ストリップから剥がし、スイッチ底面のくぼみに取り付けます。これにより、

スイッチが机または棚の上で滑るのを防止します。

（注） ゴム製の脚を取り付けることを強く推奨します。取り付けることにより、通気が妨げられて過

熱するのを防止できます。

ステップ 3 スイッチを机または棚に置きます。

（注） 通気が妨げられて過熱するのを防止するために、通気口の周囲に 3 インチ（7.6 cm）以上のス

ペースを確保することを強く推奨します。

スイッチを積み重ねたり、並べて設置する場合は、各スイッチの前面および背面、上面および

底面、両側面にそれぞれ 3 インチ（7.6 cm）以上のスペースを確保してください。

スイッチの上には何も置かないでください。

机または棚にスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

1. スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.3-5）を参照してください。
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スイッチの設置
2. 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。詳細については、ス

イッチのスタートアップ ガイドを参照してください。

3. 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-14）、「SFP 
モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）を参照し、

設置を完了します。

Command-Line Interface（CLI; コマンドライン インターフェイス）セットアップ プログラムを使用す

る設定手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定」を参

照してください。

机または棚へのスイッチの設置（取り付けネジを使用する場合）

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

取り付けネジを使用して、スイッチを机または棚に固定することができます。

ステップ 1 ネジ用テンプレートを取り出します。このテンプレートは、取り付けネジの穴の位置を決め、机または

棚との間に適切なスペースを確保しながらネジを締め付けるためのガイドとしても使用します。

ステップ 2 ネジ用テンプレートの並行している 2 つのスロットが机または棚の前面を向くように、ネジ用テンプ

レートを机または棚の上に合わせます（図 3-1 を参照）。こうすることにより、スイッチ取り付け後に、

電源コードが机または棚の背面に出るようになります。

（注） この時点では、ネジ用テンプレートを机または棚に貼り付けないでください。

図 3-1 取り付けネジの机または棚への取り付け

ステップ 3 粘着ストリップをネジ用テンプレートの底面から剥がし、ネジ用テンプレートを机または棚の上に貼り

付けます。

ステップ 4 0.144 インチ（3.7 mm）または # 27 ドリル ビットを使用して、3 つのネジ用テンプレート スロットを

通して 1/2 インチ（12.7 mm）穴を開けます。

1 ネジ用テンプ

レート

3 机または棚

2 ネジ
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スイッチの設置
ステップ 5 ネジ用テンプレートのスロットにネジを 3 本挿入して、ネジ頭がネジ用テンプレートの上面に接触する

まで締めます。

ステップ 6 ネジ用テンプレートを机または棚から取り外します。

ステップ 7 取り付けネジ上にスイッチを入れ、所定の位置に固定されるまでスイッチを前方にスライドさせます

（図 3-2 を参照）。

（注） 通気が妨げられて過熱するのを防止するために、通気口の周囲に 3 インチ（7.6 cm）以上のス

ペースを確保することを強く推奨します。

スイッチを積み重ねたり、並べて設置する場合は、各スイッチの前面および背面、上面および

底面、両側面にそれぞれ 3 インチ（7.6 cm）以上のスペースを確保してください。

スイッチの上には何も置かないでください。

図 3-2 スイッチの机または棚への取り付け

机または棚にスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

1. スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.3-5）を参照してください。

2. 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。詳細については、ス

イッチのスタートアップ ガイドを参照してください。

3. 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-14）、「SFP 
モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）を参照し、

設置を完了します。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。

1 この方向にスライ

ドさせる

3 机または棚

2 ネジ
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スイッチの設置
机または棚の下へのスイッチの設置（取り付けネジを使用する場合）

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

ステップ 1 ネジ用テンプレートを取り出します。このテンプレートは、取り付けネジの穴の位置を決め、机または

棚の底面との間に適切なスペースを確保しながらネジを締め付けるためのガイドとしても使用します。

ステップ 2 ネジ用テンプレートの並行している 2 つのスロットが机または棚の前面を向くように、ネジ用テンプ

レートを机または棚の下に配置します（図 3-3 を参照）。こうすることにより、スイッチ取り付け後に、

電源コードが机または棚の背面に出るようになります。

ステップ 3 粘着ストリップをネジ用テンプレートの底面から剥がし、ネジ用テンプレートを机または棚の下に貼り

付けます。

図 3-3 取り付けネジの机または棚の下への取り付け

ステップ 4 0.144 インチ（3.7 mm）または # 27 ドリル ビットを使用して、3 つのネジ用テンプレート スロットを

通して 1/2 インチ（12.7 mm）穴を開けます。

ステップ 5 ネジ用テンプレートのスロットにネジを 3 本挿入して、ネジ頭がネジ用テンプレートの上面に接触する

まで締めます。

ステップ 6 ネジ用テンプレートを机または棚の下から取り外します。

ステップ 7 取り付けネジ上にスイッチを入れ、所定の位置に固定されるまでスイッチを前方にスライドさせます

（図 3-4 を参照）。

（注） 通気が妨げられて過熱するのを防止するために、通気口の周囲に 3 インチ（7.6 cm）以上のス

ペースを確保することを強く推奨します。
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スイッチの設置
図 3-4 スイッチの机または棚の下への取り付け

机または棚の下にスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

1. スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.3-5）を参照してください。

2. 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。詳細については、ス

イッチのスタートアップ ガイドを参照してください。

3. 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-14）、「SFP 
モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）を参照し、

設置を完了します。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。
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スイッチの設置
壁面へのスイッチの設置（取り付けネジを使用する場合）

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

ここでは、スイッチを、前面パネルを下に向けて設置する手順について説明します（図 3-5（P.3-12）
および図 3-6（P.3-13）を参照）。

警告 壁面への設置手順をよく読んでから、設置を開始してください。ハードウェアを正しく使用しなかっ
た場合、または正しい手順に従わなかった場合には、大けがをしたり、システムが損傷したりするこ
とがあります。ステートメント 378

（注） スイッチの前面パネルを上または横に向けた状態で、スイッチを壁面に設置しないでください。スイッ

チを壁面に設置する場合は、通気が妨げられないようにするため、およびケーブルにアクセスしやすく

するために、安全上の規定に従ってスイッチの前面パネルを下側に向けて設置してください。

壁面にスイッチを設置する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ネジ用テンプレートを取り出します。このテンプレートは、取り付けネジ穴の位置を決めるために使用

します。

ステップ 2 2 つの並行しているスロットが床のほうを向くように、ネジ用テンプレートを配置します（図 3-5 を参

照）。

スイッチおよびケーブルを確実に支えるために、スイッチを壁面の間柱、または固定した合板の背板に

しっかりと取り付けてください。

ステップ 3 ネジ用テンプレートの底面から粘着ストリップを剥がします。
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スイッチの設置
図 3-5 取り付けネジの壁面への取り付け

ステップ 4 ネジ用テンプレートを壁面に貼り付けます。

ステップ 5 0.144 インチ（3.7 mm）または # 27 ドリル ビットを使用して、3 つのネジ用テンプレート スロットを

通して 1/2 インチ（12.7 mm）穴を開けます。

ステップ 6 ネジ用テンプレートのスロットにネジを 3 本挿入して、ネジ頭がネジ用テンプレートの上面に接触する

まで締めます。

ステップ 7 ネジ用テンプレートを壁面から取り外します。

ステップ 8 取り付けネジ上にスイッチを入れ、所定の位置に固定されるまでスイッチを下側にスライドさせます

（図 3-6 を参照）。
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スイッチの設置
図 3-6 壁面へのスイッチの取り付け

壁面にスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

1. スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.3-5）を参照してください。

2. 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。詳細については、ス

イッチのスタートアップ ガイドを参照してください。

3. 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-14）、「SFP 
モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）を参照し、

設置を完了します。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。
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スイッチの設置
マグネットによる設置

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

ステップ 1 スイッチの底面にマグネットの表面または裏面を貼り付けます（図 3-7 を参照）。

図 3-7 マグネットによるスイッチの取り付け

ステップ 2 金属面にマグネットとスイッチを取り付けます。

取り付け用マグネットにスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

1. スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.3-5）を参照してください。

2. 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。詳細については、ス

イッチのスタートアップ ガイドを参照してください。

3. 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-14）、「SFP 
モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）を参照し、

設置を完了します。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。

1 金属面 3 スイッ

チ

2 マグネット
1 
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第 3 章      スイッチの設置（8 ポート スイッチ）

スイッチの設置
ラックへの設置

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

8 ポートの Catalyst 2960 スイッチを 19 インチ ラックに取り付ける際には、スイッチに付属していない

オプションのブラケット キットが必要です。19 インチ ラックマウント ブラケットおよびハードウェア

が入ったキットをご注文ください。キットの製品番号は RCKMNT-19-CMPCT= です。

19 インチ ラックにスイッチを設置するには、次の手順に従います。

• 「スイッチへのブラケットの取り付け」（P.3-15）

• 「19 インチ ラックへのスイッチの取り付け」（P.3-16）

スイッチへのブラケットの取り付け

図 3-8 に、スイッチの片側に 19 インチ ブラケットを取り付ける手順を示します。同じ手順で、反対側

にもブラケットを取り付けます。

図 3-8 ラックマウント用の 19 インチ ブラケットの取り付け

警告 ラックに装置を取り付けたり、ラック内の装置のメンテナンス作業を行った
りする場合は、事故を防ぐため、装置が安定した状態で置かれていることを
十分に確認してください。安全を確保するために、次の注意事項を守ってく
ださい。

• ラックに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

• ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、

下から順番に取り付けます。

• ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、

ラックに装置を設置したり、ラック内の装置を保守してください。ステート

メント 1006
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第 3 章      スイッチの設置（8 ポート スイッチ）

スイッチの設置
19 インチ ラックへのスイッチの取り付け

ブラケットをスイッチに取り付けたら、スイッチを 19 インチのラックに挿入して、ラックのブラケッ

トの位置を調整します。10-32 なべネジまたは 12-24 溝付きネジのいずれかを使用して、ラックにス

イッチを固定します（図 3-9 を参照）。

（注） スイッチをラックに設置する場合は、各スイッチ上に 1.75 インチ（4 cm）以上のスペースを確保する

ことを強く推奨します。

図 3-9 19 インチ ラックへのスイッチの取り付け

ラックにスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

1. スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.3-5）を参照してください。

2. 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。詳細については、ス

イッチのスタートアップ ガイドを参照してください。

3. 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-14）、「SFP 
モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）を参照し、

設置を完了します。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。

壁面への設置（ラックマウント ブラケットを使用する場合）

8 ポートの Catalyst 2960 スイッチを 19 インチ ラックに取り付ける際には、スイッチに付属していない

オプションのブラケット キットが必要です。19 インチ ラックマウント ブラケットおよびハードウェア

が入ったキットをご注文ください。キットの製品番号は RCKMNT-19-CMPCT= です。

ここでは、8 ポートの Catalyst 2960 スイッチに限定して説明します。その他の Catalyst 2960 スイッチ

に関する情報は、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」を参照してくださ

い。

1 小ネジ
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第 3 章      スイッチの設置（8 ポート スイッチ）

スイッチの設置
警告 壁面への設置手順をよく読んでから、設置を開始してください。ハードウェアを正しく使用しなかっ
た場合、または正しい手順に従わなかった場合には、大けがをしたり、システムが損傷したりするこ
とがあります。ステートメント 378

ステップ 1 スイッチの片側に 19 インチ ブラケットを取り付けます。同じ手順で、反対側にもブラケットを取り付

けます（図 3-10 を参照）。

ステップ 2 前面パネルが下向きになるようにしてスイッチを取り付けます（図 3-10 を参照）。

スイッチおよびケーブルを確実に支えるために、スイッチを壁面の間柱、または固定した合板の背板に

しっかりと取り付けてください。

安全性に関する規定に従い、スイッチの前面パネルを上または横に向けた状態で、スイッチを壁面に設

置しないでください。スイッチを壁面に設置する場合は、通気が妨げられないようにするため、および

ケーブルにアクセスしやすくするために、スイッチの前面パネルを下側に向けて設置してください。

図 3-10 壁面へのスイッチの取り付け

壁面にスイッチを取り付けてから、次の作業を行って設置を完了します。

1. スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.3-5）を参照してください。

2. 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。詳細については、ス

イッチのスタートアップ ガイドを参照してください。

3. 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-14）、「SFP 
モジュールへの接続」（P.2-18）、および「デュアルパーパス ポートへの接続」（P.2-20）を参照し、

設置を完了します。

1 フラットヘッド ネジ 2 ユーザ側で用意したネ

ジ
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第 3 章      スイッチの設置（8 ポート スイッチ）

次の作業
CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 C「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」 を参照してください。

次の作業
デフォルト設定で十分な場合は、これ以上のスイッチの設定作業は必要ありません。デフォルト設定

は、次のいずれかの管理オプションを使用して変更できます。

• スイッチのメモリ内にあるデバイス マネージャを起動して、個々のスタンドアロン スイッチを管

理します。デバイス マネージャは Web インターフェイスであり、これにより、素早い設定および

モニタリングが可能になります。デバイス マネージャには、Web ブラウザを介して、ネットワー

ク上のどこからでもアクセスできます。詳細については、デバイス マネージャのオンライン ヘル

プを参照してください。

• Network Assistant アプリケーションを起動します（詳細については、『Getting Started with Cisco 
Network Assistant』ガイドを参照してください）。この GUI では、スイッチ クラスタまたは個々の

スイッチの設定とモニタを行うことができます。

• コンソールから CLI を使用して、クラスタのメンバーまたは個別のスイッチとしてスイッチを設

定します。Catalyst 2960 スイッチでの CLI の使用方法については、Cisco.com にある『Catalyst 
2960 Switch Software Configuration Guide』および『Catalyst 2960 Switch Command Reference』
を参照してください。

• CiscoView アプリケーションなどの Simple Network Management Protocol（SNMP; 簡易ネット

ワーク管理プロトコル）アプリケーションを起動します。
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トラブルシューティング

前面パネルの LED には、スイッチのトラブルシューティングに役立つ情報が表示されます。LED の状

態を確認することで、電源投入時自己診断テスト（POST）のエラー、ポートの接続問題、およびス

イッチ全体のパフォーマンスを把握できます。スイッチの LED の詳細については、「LED」（P.1-16）
を参照してください。

ブラウザ インターフェイス、コマンドライン インターフェイス（CLI）、または簡易ネットワーク管理

プロトコル（SNMP）ワークステーションから統計情報を入手することもできます。詳細については、

Cisco.com にあるスイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイド、スイッチのコマンド リ
ファレンス、または SNMP アプリケーションに付属のマニュアルを参照してください。

この章では、トラブルシューティングに関する問題として、次の内容について説明します。

• 「問題の診断」（P.4-1）

• 「スイッチの IP アドレスと設定をクリアする方法」（P.4-6）

• 「スイッチのシリアル番号の位置」（P.4-6）

問題の診断
前面パネルの LED には、スイッチのトラブルシューティングに役立つ情報が表示されます。LED の状

態を確認することによって、POST のエラー、ポートの接続問題、およびスイッチ全体のパフォーマン

スを把握できます。CLI または SNMP ワークステーションから統計情報を入手することもできます。

詳細については、Cisco.com にあるソフトウェア コンフィギュレーション ガイドおよびスイッチ コマ

ンド リファレンス、または SNMP アプリケーションに付属のマニュアルを参照してください。

• 「スイッチの POST 結果の確認」（P.4-2）

• 「スイッチの LED の確認」（P.4-2）

• 「スイッチの接続状態の確認」（P.4-2）

• 「スイッチ パフォーマンスのモニタ」（P.4-4）
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第 4 章      トラブルシューティング

問題の診断
スイッチの POST 結果の確認

スイッチに電源が投入されると、スイッチは POST を開始します。POST は自動的に実行される一連の

テストで、スイッチが正常に機能していることを確認します。POST の完了までに数分かかることがあ

ります。

スイッチが POST を開始すると、システム LED がグリーンにゆっくりと点滅します。POST が終了す

ると、システム LED はオレンジに点滅します。POST に失敗すると、システム LED はオレンジのまま

です。POST が正常に終了すると、システム LED はグリーンに速く点滅します。

（注） POST のエラーはほとんどの場合、回復不可能な障害です。スイッチが POST に失敗する場合は、シス

コのテクニカル サポート担当者に問い合わせてください。

スイッチの LED の確認

ポート LED に表示されているスイッチのトラブルシューティング情報を確認してください。LED のカ

ラーと意味については、「LED」（P.1-16）を参照してください。

スイッチの接続状態の確認

スイッチの接続の問題をトラブルシューティングする場合は、以下のセクションの説明を確認してくだ

さい。

• 「ケーブルの不良または損傷」（P.4-2）

• 「イーサネットおよびファイバ ケーブル」（P.4-3）

• 「リンク ステータス」（P.4-3）

• 「トランシーバ モジュール ポートの問題」（P.4-3）

• 「ポートおよびインターフェイスの設定」（P.4-4）

• 「エンド デバイスへの ping」（P.4-4）

• 「スパニングツリーのループ」（P.4-4）

ケーブルの不良または損傷

ケーブルにわずかでも傷や破損がないか必ず確認してください。外見上は問題なく接続されているケー

ブルでも、配線やコネクタのごくわずかな損傷が原因となりパケットが壊れることがあります。ポート

で数多くのパケット エラーが発生したり、リンクの切断と接続が繰り返されたりする場合は、この問

題が考えられます。次のことを確認します。

• 必要に応じて、銅線ケーブルまたは光ファイバ ケーブルを不良品でないことがわかっているケー

ブルに交換します。

• ケーブルのコネクタのピンが折れたり欠けたりしていないか確認します。

• 送信元と宛先の間のパッチ パネルの接続やメディア コンバータに問題がないことを確認します。

可能な場合は、パッチ パネルをバイパスしたり、故障しているメディア コンバータ（光ファイバ

と銅線の間のコンバータなど）を除去します。

• 可能な場合は、ケーブルを他のポートまたはインターフェイスで使用することで問題が解決するか

どうかを確認します。
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第 4 章      トラブルシューティング

問題の診断
イーサネットおよびファイバ ケーブル

接続に適した正しいケーブル タイプであることを確認します。

• イーサネットの場合、10 Mb/s のシールドなしツイストペア（UTP）接続にはカテゴリ 3 の銅線

ケーブルを使用します。10/100 または 10/100/1000 Mb/s 接続には、カテゴリ 5、カテゴリ 5e、ま

たはカテゴリ 6 の UTP を使用します。

• 光ファイバ接続の場合、使用する距離とポート タイプに適した正しいケーブルであることを確認

します。接続先装置のポートが一致し、同じ符号化方式、光周波数、およびファイバ タイプを使

用していることを確認します。ケーブル接続の詳細については、付録 B「コネクタおよびケーブル

の仕様」 を参照してください。

• 銅線接続の場合、ストレート ケーブルを使用すべきところにクロス ケーブルが使用されていたり、

クロス ケーブルを使用すべきところにストレート ケーブルが使用されていないかを確認します。

スイッチの Auto-MDIX を有効にするか、ケーブルを交換します。

リンク ステータス

両側でリンクが確立されているか確認します。配線の 1 本が切れていたり、ポートの 1 つがシャットダ

ウンしていたりすると、片側ではリンクが確立されていても反対側では確立されていない可能性があり

ます。

リンク LED の表示は、ケーブルに問題がないことを保証するものではありません。ケーブルに物理的

な圧力がかかり、最低限のレベルで機能している場合もあります。ポートのリンク LED が点灯しない

場合は、次のことを行ってください。

• スイッチのケーブルを正常であるとわかっている装置に接続します。

• ケーブルの両端が正しいポートに接続されていることを確認します。

• 両方の装置に電源が供給されていることを確認します。

• 正しいケーブル タイプを使用していることを確認します。詳細については、付録 B「コネクタお

よびケーブルの仕様」を参照してください。

• 完全に接続されていない箇所がないか確認します。完全に接続されているように見えても、そうで

ないことがあります。ケーブルをいったん外して、接続し直します。

トランシーバ モジュール ポートの問題

スイッチには、必ずシスコ製の Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールのみを使用してくだ

さい。シスコ製モジュールには、セキュリティ情報が符号化されたシリアル EEPROM が組み込まれて

います。この符号化によって、シスコはそのモジュールがスイッチの要件を満たしているかどうかを識

別し、検証できます。次のことを確認してください。

• SFP モジュールに不良はないか、誤ったものを使用していないかを確認します。疑わしい SFP モ
ジュールは、故障していないことがわかっているものに交換します。モジュールがこのプラット

フォームでサポートされていることを確認します。サポートされる SFP モジュールの一覧につい

ては、「機能」（P.1-1）を参照してください。

• show interfaces 特権 EXEC コマンドを使用して、ポートまたはモジュールが error-disabled、
disabled、または shutdown のステータスになっていないかを確認します。必要な場合は、ポート

を再度有効にします。

• 光ファイバの接続部分がきれいに清掃されて、しっかりと接続されていることを確認します。
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問題の診断
ポートおよびインターフェイスの設定

ポートの接続障害で見過ごされやすい原因の 1 つに、ポートが無効になっていることが挙げられます。

ポートまたはインターフェイスが無効になっていないか、または何らかの原因で電源がオフになってい

ないか確認してください。リンクのいずれか一方のポートまたはインターフェイスが手動でシャットダ

ウンされていると、ポートを再度有効にしなければリンクはアクティブになりません。show 
interfaces 特権 EXEC コマンドを使用して、接続の両側でポートまたはインターフェイスが 
error-disabled、disabled、または shutdown のステータスになっていないかを確認します。必要な場合

は、ポートまたはインターフェイスを再度有効にします。

エンド デバイスへの ping

ping を使用して段階的にエンド デバイスの接続状態を確認します。最初は直接接続されているスイッ

チから始め、接続できない原因となっている箇所を突き止めるまで、ポートごと、インターフェイスご

と、トランクごとに段階的にさかのぼって調べます。各スイッチの連想メモリ（CAM）テーブル内に、

エンド デバイスの MAC アドレスが存在していることを確認します。

スパニングツリーのループ

スパニングツリー プロトコル（STP）ループが発生すると重大なパフォーマンス上の問題が引き起こ

され、その状況がポートやインターフェイスの問題のように見えることがあります。ループが発生する

と、スイッチの帯域幅が同じフレームで繰り返して消費されることにより、正規のトラフィックに使用

される余地がほとんどなくなります。

ループは、単方向リンクによって引き起こされることがあります。これは、スイッチが送信したトラ

フィックをネイバーが受信しているものの、スイッチはネイバーから送信されたトラフィックを受信し

ていないときに発生します。光ファイバ ケーブルの断線、その他のケーブル接続の問題、またはポー

トの問題が原因になることがあります。

スイッチの単方向リンク検出（UDLD）プロトコルをイネーブルにすると、検出が困難な単方向リンク

問題を識別しやすくなります。UDLD は、通常モード（デフォルト）およびアグレッシブ モードの 2 
つの動作モードをサポートしています。通常モードの UDLD は、光ファイバ接続におけるインター

フェイスの誤った接続による単方向リンクを検出できます。アグレッシブ モードの UDLD は、光ファ

イバ リンク上のインターフェイスの誤った接続による単方向リンクに加え、光ファイバ リンクおよび

ツイストペア リンク上の片方向トラフィックによる単方向リンクも検出できます。スイッチで UDLD 
をイネーブルにする方法については、ソフトウェア コンフィギュレーション ガイドの「Understanding 
UDLD」を参照してください。

スイッチ パフォーマンスのモニタ

スイッチのパフォーマンスの問題をトラブルシューティングする場合は、以下のセクションの説明を確

認してください。

• 「速度、デュプレックス、および自動ネゴシエーション」（P.4-5）

• 「自動ネゴシエーションと NIC カード」（P.4-5）

• 「ケーブルの距離」（P.4-5）
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問題の診断
速度、デュプレックス、および自動ネゴシエーション

ポートの統計情報に、アライメント エラー、フレーム チェック シーケンス（FCS）、またはレイト コ
リジョン エラーが大量に表示される場合は、速度またはデュプレックス設定が一致していないことが

あります。

2 台のスイッチ間、スイッチとルータ間、またはスイッチとワークステーションあるいはサーバとの間

でデュプレックス設定が一致していない場合には、速度とデュプレックスに共通の問題が発生します。

これは、速度およびデュプレックスを手動で設定した場合、または 2 台の装置間の自動ネゴシエーショ

ンに問題がある場合に発生する可能性があります。

このような状況では、次のような不一致が生じることがあります。

• 手動で設定した速度またはデュプレックス パラメータが、接続先ポートの手動で設定された速度

またはデュプレックス パラメータと異なる。

• ポートを自動ネゴシエーションに設定したが、接続先ポートは自動ネゴシエーションを使用しない

全二重に設定されている。

スイッチのパフォーマンスを最大限に引き出し、リンクを確保するには、次のいずれかの注意事項に

従ってデュプレックスおよび速度の設定を行ってください。

• 速度とデュプレックスの両方について、両方のポートで自動ネゴシエーションを実行させます。

• 接続の両側でポートの速度とデュプレックスのパラメータを手動で設定します。

• 接続先装置が自動ネゴシエーションを実行しない場合は、2 つのポートのデュプレックス設定を一

致させます。速度パラメータは、接続先のポートが自動ネゴシエーションを実行しない場合でも自

動調整が可能です。

自動ネゴシエーションと NIC カード

スイッチとサード パーティ製ネットワーク インターフェイス カード（NIC）の間で問題が発生するこ

とがあります。スイッチのポートおよびインターフェイスは、デフォルトで自動ネゴシエーションに設

定されています。ノート型パソコンやその他の装置も、一般的には自動ネゴシエーションに設定されて

いますが、それでも自動ネゴシエーションの問題が発生することがあります。

自動ネゴシエーションの問題をトラブルシューティングする場合は、接続の両側で手動設定を試してく

ださい。手動設定を行っても問題が解決しなければ、NIC カードのファームウェアやソフトウェアに

問題がある可能性があります。その場合、NIC カードの製造元からドライバの最新バージョンを入手

し、アップグレードしてください。

ケーブルの距離

ポートの統計情報に FCS、レイト コリジョン、アライメント エラーが過剰に表示される場合は、ス

イッチから接続先装置までのケーブル距離が推奨されるガイドラインに従っていることを確認してくだ

さい。ケーブル接続のガイドラインについては、付録 B「ケーブルおよびアダプタの仕様」を参照して

ください。
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スイッチの IP アドレスと設定をクリアする方法
スイッチの IP アドレスと設定をクリアする方法
新しいスイッチに間違った IP アドレスを設定した場合は、スイッチに設定した IP アドレスをクリアで

きます。

注意 次の手順を実行すると、スイッチに保存されている IP アドレスとすべての設定情報がクリアされま

す。スイッチの設定をすべてやり直す必要がある場合を除き、次の手順は実行しないでください。

スイッチを出荷時のデフォルト設定に戻す手順は、次のとおりです。

1. MODE ボタン（図 1-23（P.1-17））を押したままにします。

約 2 秒後にスイッチの LED が点滅を始めます。スイッチが未設定の場合は、MODE ボタンの上の 
LED がすべてグリーンに点灯します。このステップを省略し、Express Setup を実行してスイッチ

の設定ができます。

2. MODE ボタンを押したままにします。さらに 8 秒が経過すると LED の点滅が止まり、スイッチは

リブートします。

これでスイッチは未設定のスイッチと同じ動作をします。スイッチに付属の『Getting Started Guide』
に説明されている Express Setup の使用方法に従ってスイッチを設定できます。

また、付録 C「CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定」 に説明されている CLI 
セットアップ手順に従ってスイッチを設定することもできます。

スイッチのシリアル番号の位置
シスコの技術サポートに問い合わせを行う場合は、スイッチのシリアル番号を確認する必要がありま

す。ご使用のスイッチのシリアル番号を確認するには、図 4-1 から図 4-3 を参照してください。また、

show version コマンドを使用してシリアル番号を確認することもできます。

図 4-1 Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、2960-24LT-L、2960-Plus 48PST-L、2960-48PST-L、2960-24TT-L、
2960-48TT-S、2960-48TT-L、2960G-24TC-L、2960-Plus 24PC-S、2960-24PC-S、2960-Plus 24LC-L、
2960-Plus 24LC-S、2960-24LC-S、2960-Plus 48PST-S、2960-48PST-S、および 2960G-48TC-L スイッチのシリ

アル番号の位置

 11 
SN: XXXNNNNXXXX

14
00

35
, 0

78
1-

00
37

4-
01
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スイッチのシリアル番号の位置
図 4-2 Catalyst 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、2960-24TC-S、2960-Plus 48TC-S、および 2960-48TC-S スイッチのシ

リアル番号の位置

図 4-3 Catalyst 2960-8TC-L、Catalyst 2960G-8TC-L、Catalyst 2960-8TC-S、および Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチの

シリアル番号の位置

19
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スイッチのシリアル番号の位置
4-8
Catalyst 2960 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-7075-09-J



 

Catalyst 2960 スイッチ

OL-7075-09-J

A
 P P E N D I X A

技術仕様

次の表に、各 Catalyst 2960 スイッチの技術仕様を示します。

• 表 A-1（P.A-1）、「環境仕様（すべての Catalyst 2960 スイッチが対象）」

• 表 A-2（P.A-2）、「Catalyst 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、2960-24TC-S、2960-Plus 48TC-S、
および 2960-48TC-S スイッチの仕様」

• 表 A-3（P.A-2）、「Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、2960-24LT-L、2960-Plus 
48PST-L、および 2960-48PST-L スイッチの仕様」

• 表 A-4（P.A-3）、「Catalyst 2960-Plus 24TC-L、2960-24TC-L および 2960-24TT-L スイッチの仕

様」

• 表 A-5（P.A-3）、「Catalyst 2960-Plus 48TC-L、2960-48TC-L、2960-48TT-S、および 
2960-48TT-L スイッチの仕様」

• 表 A-6（P.A-4）、「Catalyst 2960G-24TC-L および Catalyst 2960G-48TC-L スイッチの仕様」

• 表 A-7（P.A-4）、「Catalyst 2960-8TC-L、2960G-8TC-L、2960-8TC-S、および 2960PD-8TT-L ス
イッチの仕様」

• 表 A-8（P.A-5）、「Catalyst 2960-Plus 48PST-S、2960-48PST-S、2960-Plus 24PC-S、
2960-24PC-S、2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S、および 2960-24LC-S スイッチの仕様」

表 A-1 環境仕様（すべての Catalyst 2960 スイッチが対象）

環境条件（全シリーズ）

動作温度 23 ～ 113 °F（–5 ～ 45 °C）最大 5,000 フィート（1500 m）

23 ～ 104 °F（–5 ～ 40 °C）最大 10,000 フィート（3000 m）

保管温度 -13 ～ 158 °F（-25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）
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付録  A       技術仕様
表 A-2 Catalyst 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、2960-24TC-S、2960-Plus 48TC-S、および 
2960-48TC-S スイッチの仕様

電力要件

AC 入力電圧

消費電力

電力定格

100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

1.3 ～ 0.8 A（50 ～ 60 Hz）

• 30 W、103 BTU/時 
（Catalyst 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、および 
2960-24TC-S）

• 45 W、154 BTU/時 
（Catalyst 2960-Plus 48TC-S および 2960-48TC-S）

• 0.05 KVA（Catalyst 2960-24-S、2960-Plus 24TC-S、
および 2960-24TC-S）

• 0.075 KVA（Catalyst 2960-Plus 48TC-S および 
2960-48TC-S）

物理寸法

重量

寸法（高さ x 奥行 x 幅）

8 ポンド（3.63 kg）

1.73 x 9.3 x 17.5 インチ （4.39 x 23.62 x 44.45 cm）

表 A-3 Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、2960-24LT-L、2960-Plus 48PST-L、および 
2960-48PST-L スイッチの仕様

電力要件

AC 入力電圧

DC 入力電圧 
RPS 2300

消費電力1

電力定格

100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

8 ～ 4 A（50 ～ 60 Hz）（Catalyst 2960-Plus 24PC-L および 
2960-24PC-L）
3 ～ 1.5 A（50 ～ 60 Hz）（Catalyst 2960-24LT-L）
5 ～ 2 A（50 ～ 60 Hz）（Catalyst 2960-Plus 48PST-L および 
2960-48PST-L）

12 V @11.25 A、–48 V @ 7.8 A（Catalyst 2960-Plus 24PC-L および 
2960-24PC-L）
12 V @ 8.3 A、–48 V @ 2.7A（Catalyst 2960-24LT-L）
12 V @ 4 A、–48 V @ 7.8A（Catalyst 2960-Plus 48PST-L および 
2960-48PST-L）

100 W、341 BTU/時（Catalyst 2960-Plus 24PC-L および 2960-24PC-L）
51 W、174 BTU/時（Catalyst 2960-24LT-L）
483 W、1647 BTU/時（Catalyst 2960-Plus 48PST-L および 
2960-48PST-L）

0.470 KVA（Catalyst 2960-Plus 24PC-L および 2960-24PC-L）
0.175 KVA（Catalyst 2960-24LT-L）
0.5 KVA（Catalyst 2960-Plus 48PST-L および 2960-48PST-L）

Power over Ethernet

各ポートで最大 15.4 W、スイッチで最大 370 W（Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、
2960-Plus 48PST-L、および Catalyst 2960-48PST-L） 
各ポートで最大 15.4 W、スイッチで最大 124 W（Catalyst 2960-24LT-L）
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付録  A       技術仕様
物理寸法

重量

寸法（高さ x 奥行 x 幅）

12 ポンド（5.44 kg）（Catalyst 2960-Plus 24PC-L および 2960-24PC-L）
10 ポンド（4.54 kg）（Catalyst 2960-24LT-L）
12 ポンド（5.44 kg）（Catalyst 2960-Plus 48PST-L および 2960-48PST-L）

1.73 x 13 x 17.5 インチ （4.39 x 33.02 x 44.45 cm）（Catalyst 2960-Plus 
24PC-L、2960-24PC-L および 2960-24LT-L）
1.73 x 12.9 x 17.5 インチ （4.39 x 32.77 x 44.45 cm）（Catalyst 2960-Plus 
48PST-L および 2960-48PST-L）

1. 消費電力の値は、スイッチの入力電力用です。

表 A-4 Catalyst 2960-Plus 24TC-L、2960-24TC-L および 2960-24TT-L スイッチの仕様

電力要件

AC 入力電圧

RPS 2300 に対する DC 入力電圧

RPS 675 に対する DC 入力電圧

消費電力

電力定格

100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

1.3 ～ 0.8 A（50 ～ 60 Hz）

12 V @5 A 

12 V @5 A

30 W、103 BTU/Hr

0.05 KVA

物理寸法

重量

寸法（高さ x 奥行 x 幅）

8 ポンド（3.63 kg）

1.73 x 9.3 x 17.5 インチ （4.39 x 23.62 x 44.45 
cm）

表 A-5 Catalyst 2960-Plus 48TC-L、2960-48TC-L、2960-48TT-S、および 2960-48TT-L スイッチ

の仕様

電力要件

AC 入力電圧

RPS 2300 に対する DC 入力電圧

RPS 675 に対する DC 入力電圧

消費電力

電力定格

100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

1.3 ～ 0.8 A（50 ～ 60 Hz）

12 V @5 A 

12 V @5 A

45 W、154 BTU/時

0.075 KVA

物理寸法

重量

寸法（高さ x 奥行 x 幅）

8 ポンド（3.63 kg）

1.73 x 9.3 x 17.5 インチ （4.39 x 23.62 x 44.45 
cm）

表 A-3 Catalyst 2960-Plus 24PC-L、2960-24PC-L、2960-24LT-L、2960-Plus 48PST-L、および 
2960-48PST-L スイッチの仕様 （続き）
A-3
Catalyst 2960 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-7075-09-J



 

付録  A       技術仕様
  
表 A-6 Catalyst 2960G-24TC-L および Catalyst 2960G-48TC-L スイッチの仕様

電力要件

AC 入力電圧

RPS 2300 に対する DC 入力電圧

RPS 675 に対する DC 入力電圧

消費電力

電力定格

100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

3 ～ 1.5 A（50 ～ 60 Hz）

+12 V @10.5 A

+12 V 10.5 A

75 W、256 BTU/時（Catalyst 2960G-24TC-L）
140 W、477 BTU/時（Catalyst 2960G-48TC-L）

0.075 KVA（Catalyst 2960G-24TC-L）
0.14 KVA（Catalyst 2960G-48TC-L）

物理寸法

重量

寸法（高さ x 奥行 x 幅）

10 ポンド（4.54 kg）（Catalyst 2960G-24T-L） 
12 ポンド（5.44 kg）（Catalyst 2960G-48TC-L）

1.73 x 12.9 x 17.5 インチ （4.39 x 32.76 x 44.45 cm）

表 A-7 Catalyst 2960-8TC-L、2960G-8TC-L、2960-8TC-S、および 2960PD-8TT-L スイッチの仕様

電力要件

AC 入力電圧

DC 入力電圧 

消費電力

電力定格 

100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

0.5 ～ 0.25 A（50 ～ 60 Hz）（Catalyst 2960-8TC-L および Catalyst 
2960-8TC-S）
0.8 ～ 0.4 A（50 ～ 60 Hz）（Catalyst 2960G-8TC-L）
AC 電源アダプタが取り付けられている場合には指定されない（Catalyst 
2960PD-8TT-L）

48 VDC、0.3A（Catalyst 2960PD-8TT-L）

20 W、68 BTU/時（Catalyst 2960-8TC-L および Catalyst 2960-8TC-S）
30 W、102 BTU/時（Catalyst 2960G-8TC-L）
11 W、38 BTU/時（Catalyst 2960PD-8TT-L1）

0.035 KVA（Catalyst 2960-8TC-L、Catalyst 2960-8TC-S、および 
Catalyst 2960PD-8TT-L）
0.05 KVA（Catalyst 2960G-8TC-L） 
11 W（Catalyst 2960PD-8TT-L）

1. Catalyst 2960PD-8TT-L スイッチの消費電力はスイッチ システムに関するものであり、オプションで取り付けら

れた AC 電源アダプタの消費電力ではありません。

物理寸法

重量

寸法（高さ x 奥行 x 幅）

3 ポンド（1.4 kg）

1.73 x 6.4 x 10.6 インチ （4.4 x 16.3 x 26.9 cm）（Catalyst 2960-8TC-L、
2960-8TC-S、および Catalyst 2960PD-8TT-L）
1.73 x 8.1 x 10.6 インチ （4.4 x 20.5 x 26.9 cm）（Catalyst 
2960G-8TC-L）
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表 A-8 Catalyst 2960-Plus 48PST-S、2960-48PST-S、2960-Plus 24PC-S、2960-24PC-S、

2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S、および 2960-24LC-S スイッチの仕様

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

8 ～ 4 A（50 ～ 60 Hz）（Catalyst 2960-Plus 24PC-S および 2960-24PC-S）
3 ～ 1.5 A（50 ～ 60 Hz）（Catalyst 2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S 
および 2960-24LC-S）
5 ～ 2 A（50 ～ 60 Hz）（Catalyst 2960-Plus 48PST-S および 
2960-48PST-S）

DC 入力電圧 
RPS 2300

 12 V @11.25 A、–48 V @ 7.8 A（Catalyst 2960-Plus 24PC-S および 
2960-24PC-S）
 12 V @ 8.3 A、–48 V @ 2.7 A（Catalyst 2960-Plus 24LC-L、
2960-Plus 24LC-S および 2960-24LC-S）
12 V @ 4 A、–48 V @ 7.8 A（Catalyst 2960-Plus 48PST-S および 
2960-48PST-S）

消費電力1

1. 消費電力の値は、スイッチの入力電力用です。

100 W、341 BTU/時（Catalyst 2960-Plus 24PC-S および 2960-24PC-S）
51 W、174 BTU/時（Catalyst 2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S およ

び 2960-24LC-S）
483 W、1647 BTU/時（Catalyst 2960-Plus 48PST-S および 
2960-48PST-S）

電力定格 0.470 KVA（Catalyst 2960-Plus 24PC-S および 2960-24PC-S）
0.175 KVA（Catalyst 2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S および 
2960-24LC-S）
0.5 KVA（Catalyst 2960-Plus 48PST-S および 2960-48PST-S）

Power over Ethernet 

各ポートで最大 15.4 W、スイッチで最大 370 W（Catalyst 2960-Plus 48PST-S、2960-48PST-S、
2960-Plus 24PC-S、2960-24PC-S スイッチ）。

各ポートで最大 15.4 W、スイッチで最大 124 W（Catalyst 2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S お
よび 2960-24LC-S）。

物理寸法 

重量 12 ポンド（5.44 kg）（Catalyst 2960-Plus 24PC-S および 2960-24PC-S） 
10 ポンド（4.54 kg）（Catalyst 2960-Plus 24LC-L、2960-Plus 24LC-S お
よび 2960-24LC-S） 
12 ポンド（5.44 kg）（Catalyst 2960-Plus 48PST-S および 2960-48PST-S） 

サイズ（高さ x 幅 x 奥
行） 

1.73 x 13 x 17.5 インチ （4.39 x 33.02 x 44.45 cm） 
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コネクタおよびケーブルの仕様

この付録では、Catalyst 2960 スイッチ ポートおよびスイッチと他の装置との接続に使用するケーブル

およびアダプタについて説明します。

• 「コネクタの仕様」（P.B-1）

• 「ケーブルおよびアダプタの仕様」（P.B-4）

コネクタの仕様
ここでは、Catalyst 2960 スイッチで使用するコネクタについて説明します。

• 「10/100/1000 ポート」（P.B-1）

• 「SFP モジュールのポート」（P.B-3）

• 「デュアルパーパス ポート」（P.B-3）

• 「コンソール ポート」（P.B-4）

10/100/1000 ポート

Catalyst 2960 スイッチの 10/100/1000 イーサネット ポートは、標準の RJ-45 コネクタを使用します。

図 B-1 にピン割り当てを示します。

（注） Auto-MDIX 機能は、デフォルトで有効になっています。この機能の設定については、スイッチのソフ

トウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してくださ

い。

10BASE-T および 100BASE-TX 対応装置の接続

ポートをサーバ、ワークステーション、ルータなどの 10BASE-T および 100BASE-TX 対応装置に接

続する場合は、10BASE-T および 100BASE-TX 用に配線された 2 または 4 ツイストペア ストレート 
ケーブルを使用します。図 B-5 に、2 ツイストペア ストレート ケーブルの配線を示します。図 B-7 に、

4 ツイストペア ストレート ケーブルの配線を示します。
B-1
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付録  B       コネクタおよびケーブルの仕様

コネクタの仕様
ポートにスイッチやリピータなどの 10BASE-T および 100BASE-TX 対応装置を接続する場合は、2 ツ
イストペア クロス ケーブルまたは 4 ツイストペア クロス ケーブルを使用します。図 B-6 に、2 ツイス

トペア クロス ケーブルの配線を示します。図 B-8 に、4 ツイストペア クロス ケーブルの配線を示しま

す。

10BASE-T 対応装置と接続する場合は、カテゴリ 3、4、または 5 のケーブルを使用できます。

100BASE-TX 対応装置と接続する場合は、カテゴリ 5 のケーブルを使用する必要があります。

1000BASE-T 装置の接続

ポートを、サーバ、ワークステーション、ルータなどの 1000BASE-T 装置に接続する場合は、

10BASE-T、100BASE-TX、および 1000BASE-T 用に配線されたカテゴリ 5 の 4 ツイストペア スト

レート ケーブルを使用する必要があります。図 B-7 に、ストレート ケーブルの配線を示します。

ポートに、スイッチやリピータなどの装置を接続する場合は、カテゴリ 5 以上の 4 ツイストペア クロ

ス ケーブルを使用する必要があります。図 B-8 に、クロス ケーブルの配線を示します。

（注） 1000BASE-T 対応装置に接続する場合は、必ずカテゴリ 5 の 4 ツイストペア ケーブルを使用してくだ

さい。

（注） 一方のポートに X が指定されている場合にだけ、ストレート ケーブルで 2 つのポートを接続できます。

クロス ケーブルを使用するのは、両方のポートに X が指定されている場合、またはどちらのポートに

も X が指定されていない場合です。

図 B-1 10/100/1000 ポートのピン割り当て
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コネクタの仕様
SFP モジュールのポート

Catalyst 2960 スイッチでは、光ファイバおよび銅線アップリンク ポート用に SFP モジュールを使用し

ます。サポートする SFP モジュールの一覧は、Catalyst 2960 スイッチのリリース ノートを参照してく

ださい。

図 B-2 光ファイバ SFP モジュールの LC コネクタ

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでください。

図 B-3 銅線 SFP モジュールの RJ-45 コネクタ

デュアルパーパス ポート

デュアルパーパス ポートのイーサネット ポートは、標準の RJ-45 コネクタを使用します。図 B-4 にピ

ン割り当てを示します。

デュアルパーパス ポートの SFP モジュール スロットでは、光ファイバおよび銅線アップリンク ポート

用に SFP モジュールを使用します。サポートする SFP モジュールの一覧は、Catalyst 2960 スイッチの

リリース ノートを参照してください。

（注） Auto-MDIX 機能は、デフォルトで有効になっています。この機能の設定については、スイッチのソフ

トウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してくださ

い。
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ケーブルおよびアダプタの仕様
図 B-4 10/100/1000 ポートのピン割り当て

コンソール ポート

コンソール ポートでは 8 ピン RJ-45 コネクタを使用します（表 B-2 および表 B-3 を参照）。付属の 
RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブルは、スイッチのコンソール ポートとコンソール PC の接続に使用しま

す。スイッチのコンソール ポートを端末に接続する場合は、RJ-45/DB-25 メス DTE アダプタが必要で

す。このアダプタが入ったキット（部品番号：ACS-DSBUASYN=）をシスコに発注してください。コ

ンソール ポートおよびアダプタのピン割り当てについては、表 B-2 および表 B-3 を参照してください。

ケーブルおよびアダプタの仕様
ここでは、Catalyst 2960 スイッチで使用するケーブルとアダプタについて説明します。

• 「SFP モジュールのケーブル仕様」（P.B-4）

• 「2 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て」（P.B-6）

• 「1000BASE-T ポート用の 4 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て」（P.B-6）

• 「クロス ケーブルおよびアダプタのピン割り当て」（P.B-7）

SFP モジュールのケーブル仕様

表 B-1 に、光ファイバ SFP モジュール接続用のケーブル仕様を示します。各ポートの波長は、ケーブ

ルの接続先の波長仕様と一致している必要があります。また、信頼性の高い通信を実現するためには、

ケーブル長の制限値を超えないようにする必要があります。銅線 1000BASE-T SFP トランシーバには、

長さが 328 フィート（100 m）以下で、カテゴリ 5 以上の標準的な 4 対のツイストペア ケーブルを使用

します。
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付録  B       コネクタおよびケーブルの仕様

ケーブルおよびアダプタの仕様
表 B-1 光ファイバ SFP モジュール ポートのケーブル仕様

SFP モジュール 波長（nm）

ファイバ 
タイプ

コア サイズ /ク
ラッド サイズ（ミ

クロン）

モード帯域幅

（MHz/km）1

1. モード帯域幅はマルチモード ファイバだけに適用されます。

ケーブル長

100BASE-BX
（GLC-FE-100BX-D
GLC-FE-100BX-U）

1310 TX
1550 RX

SMF G.6522 — 32,810 フィート（10 
km） 

100BASE-FX
（GLC-GE-100FX）

1310 MMF 50/125
62.5/125

500
500

6,562 フィート（2 
km） 
6,562 フィート（2 
km）

100BASE-FX
（GLC-FE-100FX）

1310 MMF 50/125
62.5/125

500
500

6,562 フィート（2 
km） 
6,562 フィート（2 
km）

100BASE-LX
（100BASE-LX10）

1310 SMF G.6522 — 32,810 フィート（10 
km） 

1000BASE-BX10-D
（GLC-BX-D）

1490 TX
1310 RX

SMF G.6522

2. モードフィールドの直径 /クラッドの直径 = 9 マイクロメートル /125 マイクロメートル

— 32,810 フィート（10 
km）

1000BASE-BX10-U
（GLC-BX-U）

1310 TX
1490 RX

SMF G.6522 — 32,810 フィート（10 
km）

1000BASE-SX
（GLC-SX-MM）

850 MMF 62.5/125
62.5/125
50/125
50/125

160
200
400
500

722 フィート（220 
m）

902 フィート（275 
m）

1,640 フィート（500 
m）

1,804 フィート（550 
m）

1000BASE-LX/LH
（GLC-LH-SM）

1310 MMF3

SMF

62.5/125
50/125
50/125
G.6522

500
400
500
—

1,804 フィート（550 
m）

1,804 フィート（550 
m）

1,804 フィート（550 
m）

32,810 フィート（10 
km）

1000BASE-ZX
（GLC-ZX-SM

1550 SMF G.6522 — 43.4 ～ 62 マイル 
（70 ～ 100 km）4

CWDM 1470、1490、
1510、1530、
1550、1570、
1590、1610 

SMF G.6522 — 62 マイル（100 km）
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ケーブルおよびアダプタの仕様
2 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て

図 B-5 および図 B-6 に、10BASE-T および 100BASE-TX 対応装置の接続用の 2 ツイストペア ケーブ

ルの配線を示します。

図 B-5 2 対のツイストペア ストレート ケーブルの構造

図 B-6 2 対のツイストペア クロス ケーブルの構造

1000BASE-T ポート用の 4 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て

図 B-7 および図 B-8 に、Catalyst 2960 スイッチの 10/100/1000 ポート用の 4 ツイストペア ケーブルの

配線を示します。

図 B-7 10/100/1000 ポート用の 4 ツイストペア ストレート ケーブルの配線

3. モードコンディショニング パッチ コードが必要です。MMF、1000BASE-LX/LH SFP モジュール、および短いリンク距離で通常の

パッチ コードを使用すると、トランシーバが飽和状態になり、ビット エラー レート（BER）が高くなることがあります。直径 62.5 
ミクロンの MMF を備えた LX/LH SFP モジュールを使用する場合はさらに、リンクの送信側および受信側の両方で、SFP モジュール

と MMF ケーブルの間にモード調整パッチ コードを取り付ける必要があります。モードコンディショニング パッチコードは、リンク

距離が 984 フィート（300 m）を超える場合に必要になります。

4. 1000BASE-ZX SFP モジュールは、分散シフト型 SMF または低減衰 SMF を使用することによって、最大 62 マイル（100 km）先ま

でデータを送信できます。この到達距離はファイバ品質、スプライス数、およびコネクタに依存します。
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ケーブルおよびアダプタの仕様
図 B-8 10/100/1000 ポート用の 4 ツイストペア クロス ケーブルの配線

クロス ケーブルおよびアダプタのピン割り当て

ここでは、クロス ケーブルの識別方法について説明し、アダプタのピン割り当てを示します。

クロス ケーブルの識別方法

クロス ケーブルは、モジュラ ケーブルの両端を比較することによって識別できます。タブを裏側にし

て、ケーブルの両端を並べます。クロス ケーブルは、左側プラグの外側のピンに接続されたワイヤと、

右側プラグの内側のピンに接続されたワイヤが別の色になっています。（図 B-9 を参照）。

図 B-9 クロス ケーブルの識別
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ケーブルおよびアダプタの仕様
アダプタのピン割り当て

表 B-2 に、コンソール ポート、RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブル、およびコンソール装置のピン割り当

てを示します。

表 B-3 に、コンソール ポート、RJ-45/DB-25 メス DTE アダプタ、およびコンソール装置のピン割り

当てを示します。 

（注） RJ-45/DB-25 メス DTE アダプタが別途必要です。このアダプタが入ったキット（部品番号 
ACS-DSBUASYN=）をご注文ください。

表 B-2 コンソール ポートの信号（DB-9 アダプタを使用する場合）

スイッチ

コンソール

ポート

（DTE）

RJ-45-to-DB-9
ターミナル アダプ

タ

コンソー

ル

デバイス

信号 DB-9 ピン 信号

RTS 8 CTS

DTR 6 DSR

TxD 2 RxD

GND 5 GND

GND 5 GND

RxD 3 TxD

DSR 4 DTR

CTS 7 RTS

表 B-3 コンソール ポートの信号（DB-25 アダプタを使用する場合）

スイッチ

コンソール

ポート

（DTE）

RJ-45-to-DB-25
ターミナル アダプ

タ

コンソー

ル

デバイス

信号 DB-25 ピン 信号

RTS 5 CTS

DTR 6 DSR

TxD 3 RxD

GND 7 GND

GND 7 GND

RxD 2 TxD

DSR 20 DTR

CTS 4 RTS
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CLI ベースのセットアップ プログラムによる
スイッチの設定

ここでは、スタンドアロン スイッチをコマンドライン インターフェイス（CLI）ベースでセットアッ

プする手順について説明します。製品概要については、第 1 章「製品概要」 を参照してください。

スイッチを電源に接続する前に、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート スイッチ）」お

よび第 3 章「スイッチの設置（8 ポート スイッチ）」を参照して安全に関する注意事項を確認してくだ

さい。

スイッチを設置する手順、スイッチ ポートに接続する手順、または Small Form-Factor Pluggable
（SFP）モジュールに接続する手順については、第 2 章「スイッチの設置（24 ポートおよび 48 ポート 
スイッチ）」および第 3 章「スイッチの設置（8 ポート スイッチ）」を参照してください。

設置の手順は、次のとおりです。

1. 「CLI のアクセス」（P.C-1）

2. 「コンソール ポートの接続」（P.C-3）

3. 「ターミナル エミュレーション ソフトウェアの起動」（P.C-3）

4. 「電源の接続」（P.C-4）

5. 「初期設定情報の入力」（P.C-4）

CLI のアクセス
未設定のスイッチの場合、Express Setup またはコンソール ポートを経由して CLI にアクセスできま

す。

Express Setup 経由での CLI のアクセス 
未設定のスイッチ上で CLI にアクセスするには、スイッチを Express Setup モードにしたあと、スイッ

チのイーサネット ポートを PC またはワークステーションのイーサネット ポートに接続します。ス

イッチを Express Setup モードにするには、『Catalyst 2960 Switch Getting Started Guide』に記載され

た手順に従って、スイッチの電源を投入し、Express Setup を使用できる状態にします。
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CLI のアクセス
スイッチを Express Setup モードにしたあと、IP アドレス 10.0.0.1 を使用して、スイッチへの Telnet 
セッションを開始し、 setup ユーザ EXEC コマンドを入力します。以下のセクションを参照して、CLI 
でスイッチを設定します。

• 「初期設定情報の入力」（P.C-4）

• 「セットアップ プログラムの完了」（P.C-5）

スイッチの設定情報を入力したあと、write memory 特権 EXEC コマンドを使用して、フラッシュ メ
モリに設定を保存します。

（注） Express Setup モードでは、write memory コマンドを入力するまで、スイッチ上で IP アドレス 
10.0.0.1 が有効です。write memory コマンドを入力すると、Telnet 接続が切断されます。

CLI の詳しい使用方法については、このリリースに対応するコマンド リファレンスを参照してくださ

い。

コンソール ポート経由での CLI のアクセス

スイッチのコンソール ポートを PC またはワークステーションのシリアル ポートに接続し、Telnet 
セッションを通じてスイッチにアクセスすることにより、設定済みスイッチ、または未設定のスイッチ

上で CLI にアクセスできます。

次の手順に従って、コンソール ポートを通じてスイッチにアクセスします。

• 「コンソール ポートの接続」（P.C-3）

• 「ターミナル エミュレーション ソフトウェアの起動」（P.C-3）

• 「電源の接続」（P.C-4）

• 「初期設定情報の入力」（P.C-4）

スイッチに付属する品目の明細については、スイッチのスタートアップ ガイドを参照してください。

（注） スイッチ ポートを他のイーサネット装置に接続するには、カテゴリ 5 以上のストレート ケーブルが必

要です。

（注） Auto-MDIX 機能は、デフォルトで有効になっています。この機能の設定については、スイッチのソフ

トウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してくださ

い。
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コンソール ポートの接続
コンソール ポートの接続
コンソール ポートを使用して初期設定を実行できます。PC にスイッチ コンソール ポートを接続する

には、付属の RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブルを使用します。

スイッチに PC または端末を接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 付属の RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブルを使用して、RJ-45 コネクタをスイッチの背面のコンソール 
ポートに差し込みます（図 C-1 を参照）。

図 C-1 スイッチの PC への接続

ステップ 2 アダプタ ケーブルの DB-9 メス DTE を PC のシリアル ポートに接続するか、該当するアダプタを端末

に接続します。

ターミナル エミュレーション ソフトウェアの起動
スイッチの電源を入れる前に、ターミナル エミュレーション セッションを起動して、電源投入時自己

診断テスト（POST）からの出力が表示されるようにします。ターミナル エミュレーション ソフト

ウェア（通常、HyperTerminal または Procomm Plus などの PC アプリケーション）は、PC または端

末とスイッチの間の通信を確立します。

ステップ 1 PC または端末を使用している場合は、ターミナル エミュレーション プログラムを起動してセッション

を開始します。

1 Catalyst 2960 スイッ

チ

3  RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブ

ル

2 電源コード

CONSOLE

13
70

88

1

2
3
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電源の接続
ステップ 2 ターミナル エミュレーション セッションを開始します。

ステップ 3 PC または端末のボー レートおよびキャラクタ フォーマットを、次に示すコンソール ポートのデフォ

ルト特性に合わせて設定します。

• 9600 ボー

• 8 データ ビット

• 1 ストップ ビット

• パリティなし

• なし（フロー制御）

電源の接続
電源を接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 付属の AC 電源コードの一端をスイッチの背面パネルにある AC 電源コネクタに接続します （図 C-1 
を参照）。

ステップ 2 電源コードの反対側を、アースした AC 電源コンセントに接続します。

（注） シスコ冗長電源システム（RPS）にスイッチを接続する場合は、RPS に付属のマニュアルを参

照してください。

スイッチに電源を投入すると、スイッチは POST を開始します。POST は自動的に実行される一連のテ

ストで、スイッチが正常に機能していることを確認します。POST は約 1 分で終了します。スイッチが 
POST を開始すると、システム、RPS、ステータス、デュプレックス、および速度の各 LED がグリー

ンに点灯します。システム LED はグリーンに点滅し、その他の LED はグリーンに点灯したままです。

POST が正常に終了すると、システム LED がグリーンに点灯したままになります。RPS LED はしばら

くの間グリーンに点灯したあと、やがてスイッチの動作状態を反映します。その他の LED は、いった

ん消灯してからスイッチの動作状態を表します。スイッチが POST に失敗すると、システム LED はオ

レンジに点灯します。

POST のエラーはほとんどの場合、回復不可能な障害です。スイッチが POST に失敗する場合は、シス

コ テクニカル サポートに連絡してください。

スイッチの電源を入れる前にターミナル エミュレーション プログラムを起動すると、PC または端末に

はブートローダ シーケンスが表示されます。Enter を押してセットアップ プログラムのプロンプトを

表示する必要があります。

初期設定情報の入力 
スイッチを設定するには、セットアップ プログラムを完了する必要があります。このプログラムは、

スイッチの電源が入ると自動的に実行されます。スイッチがローカル ルータやインターネットと通信

するのに必要な IP アドレスやその他の設定情報を割り当てる必要があります。この情報は、Network 
Assistant を使用してスイッチを設定および管理する場合にも必要です。
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初期設定情報の入力
IP 設定

セットアップ プログラムを完了するには、ネットワーク管理者から次の情報を入手しておく必要があ

ります。

• スイッチの IP アドレス

• サブネット マスク（IP ネットマスク）

• デフォルト ゲートウェイ（ルータ）

• イネーブル シークレット パスワード

• イネーブル パスワード

• Telnet パスワード

セットアップ プログラムの完了

セットアップ プログラムを完了し、スイッチの初期設定を作成する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 最初の 2 つのプロンプトで Yes を入力します。

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: yes

At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

Basic management setup configures only enough connectivity
for management of the system, extended setup will ask you
to configure each interface on the system.

Would you like to enter basic management setup? [yes/no]: yes

ステップ 2 スイッチのホスト名を入力し、Return キーを押します。

ホスト名は、コマンド スイッチでは 28 文字以内、メンバー スイッチでは 31 文字以内に制限されてい

ます。どのスイッチのホスト名でも、最後の文字には -n（n は数字）を使用しないでください。

Enter host name [Switch]: host_name

ステップ 3 イネーブル シークレット パスワードを入力し、Return キーを押します。

パスワードは 1 ～ 25 文字の英数字で、先頭を数字にすることもできます。大文字と小文字の区別があ

ります。スペースは使用できますが、先行スペースは無視されます。シークレット パスワードは暗号

化され、イネーブル パスワードはプレーン テキストです。

Enter enable secret: secret_password

ステップ 4 イネーブル パスワードを入力し、Return キーを押します。

Enter enable password: enable_password

ステップ 5 仮想端末（Telnet）のパスワードを入力し、Return キーを押します。

パスワードは 1 ～ 25 文字の英数字で、大文字と小文字の区別があります。スペースは使用できますが、

先行スペースは無視されます。

Enter virtual terminal password: terminal-password
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初期設定情報の入力
ステップ 6 （任意）プロンプトに応答して Simple Network Management Protocol（SNMP; 簡易ネットワーク管理

プロトコル）を設定します。あとから、CLI、デバイス マネージャ、または Network Assistant アプリ

ケーションを使用して SNMP を設定することもできます。SNMP をあとで設定する場合は、no を入力

します。

Configure SNMP Network Management? [no]: no

ステップ 7 管理ネットワークに接続するインターフェイスの名前（物理インターフェイスまたは VLAN 名）を入

力し、Return キーを押します。このリリースでは、常にそのインターフェイスとして vlan1 を使用し

ます。

Enter interface name used to connect to the
management network from the above interface summary: vlan1

ステップ 8 インターフェイスを設定するために、スイッチの IP アドレスとサブネット マスクを入力し、Return を
押します。下に示す IP アドレスとサブネット マスクは一例です。

Configuring interface vlan1:
Configure IP on this interface? [yes]: yes 
IP address for this interface: 10.4.120.106
Subnet mask for this interface [255.0.0.0]: 255.0.0.0

ステップ 9 Y を入力して、スイッチをクラスタ コマンド スイッチとして設定します。N を入力すると、メンバー 
スイッチまたはスタンドアロン スイッチとして設定されます。

N を入力した場合は、Network Assistant GUI に候補スイッチとして表示されます。あとから、CLI、
デバイス マネージャ、または Network Assistant アプリケーションを使用して、スイッチをコマンド ス
イッチとして設定することもできます。あとで設定する場合は、no を入力します。

Would you like to enable as a cluster command switch? [yes/no]: no

以上でスイッチの初期設定が完了しました。スイッチに初期設定が表示されます。次に出力例を示しま

す。

The following configuration command script was created:
hostname switch1
enable secret 5 $1$Ulq8$DlA/OiaEbl90WcBPd9cOn1
enable password enable_password
line vty 0 15
password terminal-password
no snmp-server
!
no ip routing

!
interface Vlan1
no shutdown
ip address 10.4.120.106 255.0.0.0
!
interface FastEthernet0/1
!
interface FastEthernet0/2

interface FastEthernet0/3
!
...<output abbreviated>
!
interface GigabitEthernet0/28
!
end

ステップ 10 次の選択肢が表示されます。

[0] Go to the IOS command prompt without saving this config.
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初期設定情報の入力
[1] Return back to the setup without saving this config.

[2] Save this configuration to nvram and exit.

If you want to save the configuration and use it the next time the switch reboots, save it 
in NVRAM by selecting option 2.

Enter your selection [2]:2

選択を行って Return キーを押します。

セットアップ プログラムが完了すると、スイッチは作成されたデフォルト設定を実行できます。この

設定を変更するか、他の管理作業を実行する場合には、次のいずれかのツールを使用します。

• Command-Line Interface（CLI; コマンドライン インターフェイス）

• Network Assistant（1 つまたは複数のスイッチの場合）

CLI を使用するには、ターミナル エミュレーション プログラムを使用してコンソール ポートから、ま

たは Telnet を使用してネットワークから、Switch> プロンプトにコマンドを入力します。設定手順につ

いては、スイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレ

ンスを参照してください。

Network Assistant を使用する場合は、Cisco.com で『Getting Started with Cisco Network Assistant』を

参照してください。
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初期設定情報の入力
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